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田
　
中
　
智
　
幸

は
じ
め
に

『
呂
氏
春
秋
』
に
は
、
そ
の
形
成
に
起
因
す
る
幾
多
の
問
題
点
が
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
今
日
伝
わ
る
『
呂
氏
春
秋
』

は
呂
不
韋
が
編
纂
し
た
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
は
な
く
、
幾
度
か
後
人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
行
本

『
呂
氏
春
秋
』
は
十
二
紀
・
八
覧
・
六
論
の
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
史
記
』「
呂
不
韋
伝
」
に
「
呂
不
韋
、
乃
ち
其
の
客
を

し
て
、
人
々
の
聞
く
所
を
著
せ
し
め
、
論
を
集
め
て
以
て
八
覧
・
六
論
・
十
二
紀
、
二
十
余
万
言
を
為
る
。
以
て
天
地
・
万
物
・
古
今
の

事
を
備
ふ
る
と
為
し
、
号
し
て
呂
氏
春
秋
と
曰
ふ
」
と
あ
り
、「
十
二
諸
侯
年
表
」
に
も
「
呂
不
韋
は
秦
の
荘
襄
王
の
相
な
り
。
亦
た
上

は
尚
古
を
観
、
春
秋
を
刪
拾
し
、
六
国
時
事
を
集
め
て
以
て
八
覧
・
六
論
・
十
二
紀
を
為
り
、
呂
氏
春
秋
と
為
す
」
と
記
す
よ
う
に
、

『
呂
氏
春
秋
』
は
本
来
、
八
覧
・
六
論
・
十
二
紀
の
順
に
排
列
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
あ
る
時
期
、
あ
る
事
情
に
よ
っ
て
、
十
二
紀
が
現

在
の
よ
う
に
本
書
の
巻
首
に
移
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
十
二
紀
が
巻
首
に
移
さ
れ
た
際
、
本
書
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
た
序
文
を

改
修
し
、
季
冬
紀
に
新
た
な
一
篇
と
し
て
序
意
篇
が
加
え
ら
れ
た
。

十
二
紀
は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
を
、
そ
れ
ぞ
れ
孟
・
仲
・
季
に
三
等
分
し
た
計
十
二
の
季
節
の
下
、
各
五
篇
の
論
説
が
整
然
と
配
置
さ

れ
て
い
る
が
、
序
意
篇
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
季
冬
紀
の
み
は
六
篇
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
二
紀
に
お
け
る
一
篇
増
は
八
覧
に
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も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
日
の
八
覧
は
、
有
始
・
孝
行
・
慎
大
・
先
識
・
審
分
・
審
応
・
離
俗
・
恃
君
の
八
つ
の
覧

の
下
に
、
有
始
覧
を
例
外
と
し
て
各
八
篇
の
論
説
が
置
か
れ
て
い
る
。
有
始
覧
の
み
七
篇
と
い
う
変
則
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
は

十
二
紀
の
一
篇
増
を
う
け
た
も
の
で
、
本
書
全
体
で
百
六
十
篇
と
い
う
総
数
を
厳
守
す
る
た
め
に
有
始
覧
の
一
篇
が
削
除
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
有
始
覧
に
佚
篇
の
存
在
を
想
定
す
る
説
が
先
学
に
よ
っ
て
出（
注
１
）

さ
れ
、
既
に
大
方
の
承
認
を
得
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

有
始
覧
に
佚
篇
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
季
冬
紀
の
一
篇
増
に
対
す
る
一
篇
減
の
措
置
は
、
十
二
紀
の
中
で
行
わ
れ
る
の
が

自
然
で
あ
り
、
調
整
も
容
易
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
な
ぜ
八
覧
に
お
い
て
一
篇
減
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
十
二
紀
が
巻
首
に
移
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
有
始
覧
は
十
二
紀
と
隣
接
す
る
形
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
の
単
純
な
理
由
で
有
始
覧
が
一
篇
減
の
対
象
と
な
っ
た
こ

と
は
説
明
で
き
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
有
始
覧
巻
頭
の
有
始
篇
が
削
除
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
不
可
解
な
の
は
、
総
数
百
六
十
篇
に
揃

え
る
た
め
に
佚
篇
の
本
文
す
べ
て
が
削
除
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
十
二
紀
を
本
書
の
巻
首
に
移
し
た
こ

と
に
端
を
発
す
る
一
連
の
改
編
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
点
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

小
論
の
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
十
二
紀
を
本
書
の
巻
首
に
移
す
と
と
も
に
序
文
を
序
意
篇
に
改
修
し
、
有
始
覧
の
一
篇
が
削
除
さ
れ

た
の
は
、
八
覧
に
対
す
る
十
二
紀
の
優
位
性
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
序
文
が
序
意
篇
に
改
修
さ
れ
た
理
由
も
明
ら
か
と

な
る
。
十
二
紀
が
『
呂
氏
春
秋
』
の
巻
首
に
移
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
二
紀
末
尾
に
あ
っ
た
序（
注
2
）

文
は
十
二
紀
と
八
覧
に
挟
ま
れ
る
不
自

然
な
場
所
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
し
、
序
文
が
本
書
全
体
と
し
て
の
単
な
る
序
文
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
敢
え
て
序
意
篇
に
改

修
す
る
必
要
は
な
く
、
六
論
の
末
尾
に
移
せ
ば
済
ん
だ
筈
で
あ
る
。
序
文
に
は
十
二
紀
と
同
じ
く
特
別
な
思
想
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
序
意
篇
と
し
て
十
二
紀
に
組
み
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
一
連
の
改
編
は
『
呂
氏
春
秋
』
の
再
編
と
も

い
う
べ
き
大
き
な
目
的
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
、
十
二
紀
及
び
序
文
に
書
か
れ
た
思
想
が
漢
代
の
あ
る
時
期
脚
光
を
浴
び
た
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一
五

事
に
よ
り
、
十
二
紀
は
本
書
の
中
で
特
別
な
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
呂
氏
春
秋
』
の
形
成
を
め
ぐ

る
問
題
と
し
て
は
、
十
二
紀
・
八
覧
・
六
論
が
本
来
、
別
箇
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
説
も

（
注
3
）

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ

れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
論
及
し
た
い
。

一

十
二
紀
が
『
呂
氏
春
秋
』
の
巻
首
に
置
か
れ
た
経
緯
及
び
問
題
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
い
ま
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
先

ず
解
明
す
べ
き
は
、
本
書
再
編
の
発
端
と
な
っ
た
十
二
紀
と
序
意
篇
の
思
想
に
つ
い
て
で
あ
る
。
最
初
に
、
序
文
を
も
と
に
し
て
出
来
た

序
意
篇
を
手
が
か
り
に
検
討
を
始
め
る
。
稍
々
長
文
に
亘
る
が
煩
を
い
と
わ
ず
序
意
篇
の
全
文
を
掲
げ
、
適
宜
段
落
に
分
け
た
。
こ
の
読

み
に
則
し
て
以
下
、
考
察
を
す
す
め
る
。

維
れ
秦
の
八
年
、
歳
は
涒
灘
に
在
り
。
秋
甲
子
朔
、
朔
の
日
、
良
人
、
十
二
紀
を
請
ひ
問
ふ
。
文
信
侯
曰
く
、
嘗
て
黄
帝
の
以
て
顓

頊
に
誨を
し

へ
し
所
を
学
ぶ
を
得
た
り
。
爰こ
こ

に
大
圜
上
に
在
り
、
大
矩
下
に
在
る
有
り
。
汝
能
く
之
に
法
れ
ば
、
民
の
父
母
と
為
ら
ん
。

蓋
し
聞
く
、
古
へ
の
清
世
は
、
是
れ
天
地
に
法
る
。
凡
そ
十
二
紀
は
、
治
乱
存
亡
を
紀
す
る
所
以
な
り
、
寿
夭
吉
凶
を
知
る
所
以
な

り
。
上
は
之
を
天
に
揆は
か

り
、
下
は
之
を
地
に
験し

ら

べ
、
中
は
之
を
人
に
審
か
に
す
。
此
く
の
若
く
な
れ
ば
、
則
ち
是
非
・
可
不
可
・
遁

る
る
所
無
し
。

天
を
順
と
曰
ふ
。
順
な
れ
ば
維こ

れ
生
ず
。
地
を
固
と
曰
ふ
。
固
な
れ
ば
維
れ
寧
し
。
人
を
信
と
曰
ふ
。
信
な
れ
ば
維
れ
聴を

さ

ま
る
。
三

者
咸
な
当
れ
ば
、
無
為
に
し
て
行
は
る
。
行
は
る
と
は
、
其
の
数
を
行
ふ
な
り
。
数
を
行
へ
ば
、
其
の
理
に
循
ひ
、
其
の
私
を
平
ら

か
に
す
。
夫
れ
私
視
は
目
を
し
て
盲
せ
し
め
、
私
聴
は
耳
を
し
て
聾
せ
し
め
、
私
慮
は
心
を
し
て
狂
せ
し
む
。
三
者
皆
な
私
に
設
く



一
一
六

る
こ
と
精く
は

し
け
れ
ば
、
則
ち
智
は
公
に
由
る
無
し
。
智
、
公
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
福
ひ
は
日
に
衰
へ
、
災
ひ
は
日
に
隆
ん
な
り
。

〔
以
て
日
の
倪
す
る
は
、
西
望
す
れ
ば
之
を
知
る
。〕

趙
襄
子
、
囿
中
に
游
び
梁
に
至
る
。
馬
却
き
て
肯
へ
て
進
ま
ず
。
青
荓
参
乗
た
り
。
襄
子
曰
く
、
進
ん
で
梁
下
を
視
よ
。
人
有
る
に

類に

た
り
、
と
。
青
荓
進
ん
で
梁
下
を
視
る
。
豫
譲
却あ

ふ

き
て
寝
ね
、
佯い

つ
はり

て
死
人
と
為
り
、
青
荓
を
叱
し
て
曰
く
、
去
れ
、
長
者
、
吾

れ
且
に
事
有
ら
ん
と
す
、
と
。
青
荓
曰
く
、
少
く
し
て
子
と
友
た
り
。
子
且
に
大
事
を
為
さ
ん
と
す
。
而
る
に
我
れ
之
を
言
ふ
は
、

是
れ
相
ひ
与
に
友
た
る
の
道
を
失
ふ
な
り
。
子
、
将
に
吾
が
君
を
賊
せ
ん
と
す
。
而
る
に
我
れ
之
を
言
は
ざ
れ
ば
、
是
れ
人
臣
為
る

の
道
を
失
ふ
な
り
。
我
れ
の
如
き
者
は
、
惟
だ
死
す
る
の
み
可
と
為
す
、
と
。
乃
ち
退
き
て
自
殺
す
。
青
荓
は
死
を
楽
し
む
に
非
ざ

る
な
り
。
人
臣
の
節
を
失
ふ
こ
と
を
重
ん
じ
、
交
友
の
道
を
廃
す
る
こ
と
を
悪
め
ば
な
り
。
青
荓
と
豫
譲
と
は
、
之
を
友
な
り
と
謂

ふ
可
き
な
り
。	

（
季
春
紀
序
意
）

序
意
篇
を
一
見
し
て
気
が
付
く
こ
と
は
、
十
二
紀
が
書
か
れ
た
意
義
を
述
べ
る
前
半
部
に
対
し
、
後
半
部
が
豫
譲
説
話
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
維
秦
八
年
、
歳
在
涒
灘
」
に
つ
い
て
は
、
涒
灘
は
申
歳
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
孫
星
衍
は
、
東
周
を
滅
ぼ
し
た

荘
襄
王
の
元
年
（
前
二
四
九
年
）
か
ら
数
え
て
八
年
目
、
つ
ま
り
秦
王
政
（
始
皇
帝
）
の
六
年
、
庚
申
の
年
（
前
二
四
一
）
で
あ
る
と
す

る
。
ま
た
、
陳
奇
猷󠄀
氏
は
孫
説
を
支
持
す
る
一
方
、
序
意
篇
は
『
呂
氏
春
秋
』
全
書
の
序
で
は
な
く
十
二
紀
の
序
文
で
あ（
注
4
）

る
と
述
べ
て
い

て
、
今
日
、
孫
説
及
び
陳
奇
猷󠄀
氏
の
説
は
大
方
の
支
持
を
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
「
秦
六
年
」
で
は
な
く
「
秦
八
年
」

と
い
う
分
か
り
に
く
い
表
記
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
陳
氏
に
そ
の
説
明
は
な
い
が
、
筆
者
は
ひ
そ
か
に
、
子
楚
を
荘
襄
王
に
押
し
上
げ

た
立
役
者
で
あ
る
呂
不
韋
が
、
荘
襄
王
に
配
慮
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
続
く
良
人
と
文
信
侯
（
呂
不
韋
）
に
仮
託
し
た
問
答
で
は
「
十
二
紀
は
黄
帝
が
顓
頊
に
授
け
た
教
え
で
あ
り
、
文
信
侯
呂
不
韋

が
以
前
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
十
二
紀
が
黄
帝
・
顓
頊
に
繋
が
る
教
え
で
あ
る
と
い
う
記
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七

述
で
、『
史
記
』
に
も
「
帝
顓
頊
高
陽
は
黄
帝
の
孫
に
し
て
昌
意
の
子
な
り
」（
五
帝
本
紀
）、「
秦
の
先
は
帝
顓
頊
の
苗
裔
な
り
」（
秦
本

紀
）
と
、
秦
の
祖
先
が
黄
帝
・
顓
頊
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
文
信
侯
が
学
ん
だ
黄
帝
の
教
え
と
は
、「
大
圜
す
な
わ
ち
大
い
な
る
円
形
（
天
）
と
、
大
矩
す
な
わ
ち
大
い
な
る
方
形
（
地
）

を
模
範
と
す
れ
ば
民
の
父
母
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
い
に
し
え
の
良
く
治
ま
っ
た
世
で
は
、
天
地
の

あ
り
方
を
模
範
と
し
て
い
た
」
と
い
う
。
黄
帝
が
天
地
を
模
範
と
す
る
政
治
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
維
れ
昔
、
黄
帝
は
天
に

法
り
地
に
法
り
、
四
聖
序
に
遵
ひ
、
各
々
法
度
を
成
す
」（
太
史
公
自
序
）
と
あ
る
の
と
一
致
す
る
。

十
二
紀
（
十
二
カ
月
の
時
令
）
は
国
家
の
治
乱
存
亡
・
寿
夭
吉
凶
を
判
断
す
る
縁
で
あ
り
、
上
は
天
の
運
行
・
下
は
地
の
状
況
・
中
は

人
の
在
り
方
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
れ
ば
、
物
事
の
是
非
・
可
不
可
の
判
断
は
遺
漏
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
天
は
順
序
正
し
く
運
行
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
万
物
を
生
成
で
き
る
の
で
あ
り
、
地
は
堅
固
で
あ
る
か
ら
こ
そ
安
泰
を
保
つ
の
で
あ
り
、
人
は
信
義
を
守
る
か
ら
こ
そ
治
ま

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
三
者
が
正
し
く
機
能
す
れ
ば
、
万
事
は
自
然
に
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
人
（
為
政
者
）
は
、
規
則
正
し
い
運
行
を
す

る
天
と
、
安
泰
を
担
保
す
る
堅
固
な
地
の
数
（
法
則
）
に
従
え
ば
、
天
地
の
道
理
に
か
な
い
、
私
情
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
、

視
・
聴
・
慮
の
三
者
が
私
情
を
恣
に
す
れ
ば
、
智
（
心
の
は
た
ら
き
）
は
公
正
さ
を
失
う
。

序
意
篇
で
語
ら
れ
る
黄
帝
の
教
え
と
は
要
す
る
に
、
十
二
紀
に
基
づ
い
た
公
正
で
私
情
の
な
い
天
の
は
た
ら
き
と
地
の
あ
り
か
た
を
模

範
と
す
る
も
の
で
、
十
二
紀
に
配
さ
れ
た
各
季
節
の
紀
首
に
は
時
令
説
が
置
か
れ
、
日
月
星
辰
の
運
行
に
基
づ
く
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
二
紀
こ
そ
は
黄
帝
の
教
え
を
体
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
君
主
の
政
治
形
態
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
証
と
し
て
孟
春
紀
・
季
春
紀
に
配
さ
れ
た
論
説
に
は
、
天
地
の
在
り
方
を
模
範
と
す
る
黄
帝
説
を
軸
と
し
た
思
想
が
ま
と
ま
っ
て
見
え

る
。

天
に
私
覆
無
く
、
地
に
私
載
無
く
、
日
月
に
私
燭
無
く
、
四
時
に
私
行
無
し
。
其
の
徳
を
行
ひ
て
、
万
物
は
遂
長
す
る
こ
と
を
得
。



一
一
八

黄
帝
の
言
に
曰
く
、
声
は
重
き
を
禁
じ
、
色
は
重
き
を
禁
じ
、
衣
は
重
き
を
禁
じ
、
香
は
重
き
を
禁
じ
、
味
は
重
き
を
禁
じ
、
室
は

重
き
を
禁
ず
。	

（
孟
春
紀
去
私
）

天
地
・
日
月
の
は
た
ら
き
及
び
四
時
の
運
行
に
恣
意
的
な
偏
り
は
な
く
、
あ
ま
ね
く
公
平
に
恵
み
を
与
え
る
か
ら
万
物
は
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
前
置
き
に
続
き
、
音
楽
・
色
彩
・
芳
香
・
美
味
・
住
居
へ
の
欲
が
、
度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
る
黄
帝
言

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
序
意
篇
に
「
夫
私
視
使
目
盲
、
私
聴
使
耳
聾
、
私
慮
使
心
狂
」
と
、
視
覚
・
聴
覚
・
思
慮
の
三
者
が
私
情
を

き
わ
め
節
度
を
失
う
こ
と
を
戒
め
て
い
る
の
と
同
旨
で
あ
る
。
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
去
私
篇
と
序
意
篇
に
養
生
家
言
が
共
通
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
十
二
紀
に
は
、
季
春
紀
圜
道
篇
に
黄
帝
説
に
基
づ
い
た
道
法
思
想
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。『
呂
氏
春
秋
』
の

道
法
思
想
と
し
て
は
圜
道
篇
の
他
、
審
分
覧
が
そ
の
専
論
と
な
っ
て
い（
注
5
）るが

、
季
春
紀
圜
道
篇
に
は
天
地
の
は
た
ら
き
に
厳
密
な
区
別
が

あ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
君
臣
間
に
お
け
る
分
職
を
明
確
に
す
る
と
い
う
、
審
分
覧
と
は
異
な
る
黄
帝
説
を
軸
に
し
た
道
法
思
想
が
一
篇
を

通
じ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

天
道
は
圜
な
り
、
地
道
は
方
な
り
。
聖
王
之
に
法
り
、
上
下
を
立
つ
る
所
以
な
り
。
何
を
以
て
天
道
の
圜
な
る
を
説
く
か
。
精
気
は

一
上
一
下
し
、
圜
周
復
雑
し
、
稽
留
す
る
所
無
し
。
故
に
天
道
は
圜
な
り
と
曰
ふ
。
何
を
以
て
地
道
の
方
な
る
を
説
く
か
。
万
物
は

類
を
殊
に
し
、
形
を
殊
に
し
、
皆
な
分
職
有
り
。
相
為
す
こ
と
能
は
ず
。
故
に
地
道
は
方
な
り
と
曰
ふ
。
主
は
圜
を
執
り
、
臣
は
方

に
処
る
。
方
圜
易
は
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
国
乃
ち
昌
ゆ
。

黄
帝
曰
く
、
帝
は
常
処
無
き
な
り
。
処
有
る
者
は
、
乃
ち
処
無
き
な
り
、
と
。
以
て
刑
蹇
せ
ざ
る
を
言
ふ
。
圜
道
な
り
。
人
の
竅
は

九
、一
居ふ
さ

が
る
所
有
れ
ば
則
ち
八
は
虚
た
り
。
八
、
虚
た
る
こ
と
甚
だ
久
し
け
れ
ば
則
ち
身
弊
る
。
故
に
唯
し
て
聴
け
ば
、
唯
止
み
、

聴
き
て
視
れ
ば
、
唯
止
む
。
言
を
以
て
一
を
説
く
も
、
一
は
留
ま
る
を
欲
せ
ず
。
運
る
こ
と
を
留
む
れ
ば
敗
を
為
す
。
圜
道
な
り
。

一
な
る
者
は
至
貴
な
り
。
其
の
原
を
知
る
莫
く
、
其
の
端
を
知
る
莫
く
、
其
の
始
め
を
知
る
莫
く
、
其
の
終
は
り
を
知
る
莫
く
し
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て
、
万
物
以
て
宗
と
為
す
。
聖
王
之
に
法
り
、
以
て
其
の
性
を
令よ

く
し
、
以
て
其
の
正
を
定
め
、
以
て
号
令
を
出
す
。
令
、
主
の
口

よ
り
出
づ
れ
ば
、
官
職
受
け
て
之
を
行
ひ
、
日
夜
休
ま
ず
。
宣
通
下
究
し
て
民
心
に

あ
ま
ねく

、
四
方
に
遂
げ
、
還
周
復
帰
し
て
、
主
の

所
に
至
る
。
圜
道
な
り
。
令
圜め
ぐ

れ
ば
則
ち
可
不
可
・
善
不
善
、
壅
が
る
所
無
し
。
壅
が
る
所
無
き
は
、
主
道
通
ず
れ
ば
な
り
。

	

（
季
春
季
圜
道
）

絶
え
ず
運
行
し
て
停
滞
す
る
こ
と
が
な
い
宇
宙
間
の
精
気
（
天
）
と
、
異
な
る
形
体
と
役
割
を
有
す
る
こ
と
か
ら
交
替
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
地
上
の
万
物
（
地
）
に
基
づ
き
、
い
に
し
へ
の
聖
王
は
円
な
る
天
と
方
な
る
地
を
模
範
と
し
て
君
臣
上
下
の
秩
序
を
確
立
し
た
。

さ
ら
に
、
終
始
反
復
し
て
そ
れ
自
体
止
む
こ
と
が
な
い
天
地
の
運
行
か
ら
、
帝
王
自
身
の
在
り
方
と
臣
下
の
隠
蔽
を
予
防
す
る
具
体
的
な

統
治
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。

圜
道
篇
で
特
筆
す
べ
き
は
、
天
に
な
ぞ
ら
え
る
帝
王
の
姿
に
つ
い
て
「
帝
無
常
処
也
。
有
処
者
、
乃
無
処
也
」
と
い
う
黄
帝
言
で
あ

る
。
帝
王
に
は
一
定
の
居
所
と
い
う
も
の
は
な
く
、
そ
れ
が
あ
る
の
は
帝
王
と
し
て
の
在
り
方
を
失
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
循

環
し
て
止
ま
な
い
天
の
運
行
か
ら
帝
王
の
あ
る
べ
き
姿
を
導
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
体
に
あ
る
九
つ
の
穴
（
目
二
・
耳
二
・

鼻
二
・
口
一
・
排
泄
器
二
）
の
一
穴
に
神
経
が
集
中
す
る
と
他
の
八
穴
は
虚
と
な
り
、
こ
の
状
態
が
長
く
続
け
ば
死
に
至
る
。
つ
ま
り
、

人
は
返
事
を
し
な
が
ら
さ
ら
に
別
の
事
を
聴
け
ば
、
そ
の
返
事
は
中
断
し
て
し
ま
う
し
、
何
か
を
聴
き
な
が
ら
別
の
物
を
見
れ
ば
、
い
ま

聴
い
て
い
た
事
は
分
か
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
体
内
を
自
在
に
循
環
し
て
止
む
こ
と
が
な
く
、
人
の
生
を
生
た
ら
し
め
る
至
貴
霊
妙
な

「
一
」
の
は
た
ら
き
に
よ
る
。
聖
王
は
「
精
」
と
同
じ
く
生
命
の
根
源
で
あ
り
、
万
物
に
備
わ
っ
た
属
性
の
活
性
化
を
つ
か
さ
ど
る
「
一
」

に
よ
っ
て
本
性
を
全
う
し
、
さ
ら
に
人
臣
統
御
の
理
念
に
応
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ひ
と
た
び
君
主
の
口
か
ら
号
令
が
出
さ
れ
る
と
、
担

当
の
職
に
あ
る
臣
下
は
日
夜
実
行
し
て
止
ま
な
い
。
か
く
て
号
令
は
民
に
下
達
し
て
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
り
、
更
に
再
び
巡
っ
て
君
主
の

も
と
に
戻
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
号
令
が
循
環
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
号
令
が
復
命
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
は



一
二
〇

隠
蔽
さ
れ
る
こ
と
な
く
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
圜
道
篇
は
終
始
反
復
し
て
そ
れ
自
体
止
む
こ
と
の
な
い
天
道
の
運
行
か
ら
、
君

臣
間
に
お
け
る
分
職
を
明
確
化
し
、
帝
王
自
身
の
在
り
方
と
臣
下
の
隠
蔽
を
予
防
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
孟
春
紀
去
私
篇
と
同
様

に
養
生
家
の
影
響
が
う
か
が
え（
注
6
）

る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

次
に
序
意
篇
の
後
半
部
に
つ
い
て
。
後
半
部
は
そ
の
全
文
が
豫
譲
説
話
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
と
こ
ろ
が
、
序
意

篇
直
前
の
季
冬
紀
第
五
不
侵
篇
に
も
豫
譲
説
話
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
序
意
篇
の
豫
譲
説
話
は
不
侵
篇
の
錯
簡
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
梁

玉
縄
・
洪
亮
吉
・
松
皐
円
・
孫
鏘
鳴
・
陳
奇
猷󠄀
氏
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
。
豫
譲
説
話
と
し
て
は
他
に
も
『
戦
国
策
』
趙
一
及
び
『
史

記
』「
刺
客
列
伝
」
に
記
事
を
載
せ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
資
料
に
は
共
通
点
が
多
い
。
説
話
の
内
容
が
良
く
似
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
両

者
共
に
稍
々
長
編
に
亘
る
四
つ
の
場
面
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
話
の
筋
立
て
が
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
序
意
篇
・
不
侵
篇

の
豫
譲
説
話
と
、『
戦
国
策
』・『
史
記
』
の
豫
譲
説
話
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
最
初
に
不
侵
篇
の
豫
譲
説
話
の
原
文
、
次
に
『
戦
国
策
』

『
史
記
』
の
豫
譲
説
話
を
掲
げ
る
。『
戦
国
策
』
と
『
史
記
』
に
見
え
る
四
つ
の
場
面
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
煩
を
い
と
っ
て

原
文
は
示
さ
ず
、
あ
ら
す
じ
の
み
を
示
す
。
考
察
の
便
を
図
り
、
四
場
面
に
は
ａ
～
ｄ
の
見
出
し
を
付
け
た
。

豫
譲
之
友
謂
豫
譲
曰
、
子
之
行
何
其
惑
也
。
子
嘗
事
范
氏
・
中
行
氏
、
諸
侯
尽
滅
之
。
而
子
不
為
報
。
至
於
智
氏
、
而
子
必
為
之
報

何
故
。
豫
譲
曰
、
我
将
告
子
其
故
。
范
氏
・
中
行
氏
、
我
寒
而
不
我
衣
、
我
餓
而
不
我
食
、
而
時
使
我
与
千
人
共
其
養
。
是
衆
人
畜

我
也
。
夫
衆
人
畜
我
者
、
我
亦
衆
人
事
之
。
至
於
智
氏
則
不
然
。
出
則
乗
我
以
車
、
入
則
足
我
以
養
。
衆
人
広
朝
、
而
必
加
礼
於
吾

所
。
是
国
士
畜
我
也
。
夫
国
士
畜
我
者
、
我
亦
国
士
事
之
。
豫
襄
国
士
也
。
而
猶
以
人
之
於
己
也
為
念
。
又
況
於
中
人
乎
。

	

（
季
冬
紀
不
侵
）

ａ
晋
の
豫
譲
は
、
は
じ
め
范
氏
と
中
行
氏
に
仕
え
て
い
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
去
っ
て
智
伯
の
も
と
に
仕
え
た
。
智
伯
は
予

襄
を
寵
遇
し
た
。
三
晋
（
趙
襄
子
・
韓
氏
・
魏
氏
）
が
智
伯
を
滅
ぼ
す
と
予
襄
は
山
中
に
逃
れ
、
自
分
を
認
め
て
く
れ
た
智
伯
の
仇
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を
討
つ
こ
と
を
決
意
す
る
。

ｂ
豫
譲
は
み
ず
か
ら
囚
人
に
な
り
す
ま
し
て
趙
襄
氏
の
宮
殿
に
入
り
、
厠
の
壁
塗
り
を
し
な
が
ら
趙
襄
氏
を
刺
し
殺
す
機
会
を
う
か
が

っ
た
が
、
未
遂
に
終
わ
る
。

ｃ
次
に
豫
譲
は
身
に
漆
を
塗
り
、
髭
と
眉
を
剃
っ
て
容
貌
を
変
え
、
さ
ら
に
炭
を
飲
ん
で
声
を
変
え
た
。
友
人
は
「
あ
な
た
の
や
り
方

は
困
難
の
み
多
く
効
果
が
な
い
。
あ
な
た
の
才
を
も
っ
て
趙
襄
子
に
仕
え
れ
ば
、
趙
襄
子
は
必
ず
側
近
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上

で
計
画
を
行
え
ば
容
易
に
目
的
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
忠
告
す
る
。
こ
れ
に
対
し
豫
譲
は
「
そ
れ
で
は
二
心
を
抱
い
て
君
に

仕
え
、
君
臣
の
義
を
乱
す
事
に
な
る
」
と
答
え
る
。

ｄ
暫
く
し
て
豫
譲
は
橋
の
下
に
身
を
伏
し
、
趙
襄
子
の
通
過
を
待
ち
受
け
た
。
し
か
し
、
馬
が
驚
い
た
た
め
、
ま
た
も
未
遂
に
終
わ

る
。
趙
襄
子
が
面
責
し
て
「
あ
な
た
が
以
前
仕
え
て
い
た
范
氏
・
中
行
氏
が
智
伯
に
滅
ぼ
さ
れ
た
時
に
は
仇
を
討
と
う
と
は
せ
ず
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
智
伯
の
下
臣
と
な
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
執
拗
に
智
伯
の
た
め
に
仇
討
ち
を
し
よ
う
と
す
る
の

か
」
と
尋
ね
る
と
、
予
襄
は
「
范
氏
・
中
行
氏
は
私
を
衆
人
並
に
し
か
処
遇
し
な
か
っ
た
が
、
智
伯
は
国
士
と
し
て
待
遇
し
て
く
れ

た
。
そ
こ
で
私
も
国
士
と
し
て
報
い
る
の
で
あ
る
」
と
答
え
る
。

『
戦
国
策
』
趙
一
・『
史
記
』「
刺
客
列
伝
」
に
載
せ
る
豫
襄
説
話
の
あ
ら
す
じ
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
序
意
篇
・
不

侵
篇
の
豫
襄
説
話
と
比
較
し
て
み
る
と
、
序
意
篇
は
ｄ
の
前
半
部
、
ま
た
不
侵
篇
は
ｄ
の
後
半
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
序
意
篇
と
不
侵
篇
の
豫
襄
説
話
は
資
料
ｄ
と
は
か
な
り
相
違
が
あ
る
。
序
意
篇
で
は
、
豫
譲
が
橋
の
下
に

身
を
伏
し
て
趙
襄
子
を
待
ち
受
け
る
場
面
か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
説
話
の
内
容
は
、
智
伯
の
恩
を
語
る
豫
譲
と
趙
襄
子

の
問
答
で
は
な
く
、
豫
譲
と
そ
の
友
青
荓
と
の
友
情
譚
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
不
侵
篇
の
豫
譲
説
話
で
は
、
智
伯
の
恩
に
報
い
る
理
由

を
語
る
問
答
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
相
手
は
趙
襄
子
で
は
な
く
「
豫
襄
の
友
」
と
い
う
抽
象
的
な
人
物
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い



一
二
二

る
。『
戦
国
策
』『
史
記
』
の
資
料
に
照
ら
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
来
の
豫
襄
説
話
は
ａ
～
ｄ
に
亘
る
長
編
で
あ
っ
た
筈
で
、『
呂
氏

春
秋
』
の
編
纂
者
は
ｄ
の
み
を
も
と
に
し
て
、
主
題
の
異
な
る
二
種
類
の
短
い
説
話
に
そ
れ
ぞ
れ
改
作
し
た
の
で
あ
る
。
不
侵
篇
は
そ
の

篇
名
の
如
く
、
み
ず
か
ら
の
信
念
を
堅
く
持
し
て
何
者
に
も
侵
さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
論
旨
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
説
話
と

し
て
、
豫
襄
説
話
の
圧
巻
と
も
い
う
べ
き
豫
襄
と
趙
襄
子
の
問
答
の
場
面
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
序
意
篇
の
豫
譲
説
話
の
主
題
を
「
友
情
譚
」
に
改
作
し
た
理
由
は
、
序
意
篇
前
半
部
に
「
人
を
信
と
曰
ふ
。
信
な
れ
ば
維
れ
聴を
さ

ま
る
」
と
、
天
の
順
・
地
の
固
に
次
で
人
の
信
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
人
の
信
に
つ
い
て
論
証
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

人
物
と
し
て
豫
襄
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
序
意
篇
の
豫
譲
説
話
は
そ
の
前
半
部
と
の
関
連
か
ら
す
る
と
、
一
見
唐
突
な
印
象
を
受
け
る

の
で
あ
る
が
「
天
の
順
」「
地
の
固
」
に
相
当
す
る
説
話
は
作
り
よ
う
が
な
い
筈
で
、「
人
の
信
」
に
ち
な
ん
だ
説
話
が
新
た
に
作
ら
れ
た

と
い
う
次
第
で
あ
ろ
う
。『
呂
氏
春
秋
』
の
一
般
的
な
体
例
と
し
て
最
初
に
論
説
が
あ
り
、
続
い
て
論
説
の
趣
旨
を
具
体
的
に
裏
付
け
る

例
話
や
説
話
が
置
か
れ
て
い
る
。
序
意
篇
に
改
編
す
る
際
に
も
、
こ
の
体
例
に
倣
っ
て
論
説
部
に
は
本
来
の
序
文
を
前
半
部
と
し
、
序
文

の
「
信
」
を
論
証
す
る
豫
襄
説
話
を
急
遽
加
え
て
後
半
部
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
序
意
篇
で
豫
襄
説
話
が
選
ば
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
理

由
は
、
不
侵
篇
に
続
い
て
序
意
篇
に
も
豫
襄
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
序
意
篇
が
不
侵
篇
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る
事
を
示
す
た
め

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
序
意
篇
で
「
青
荓
」
な
る
人
物
を
登
場
さ
せ
た
の
は
、
不
侵
篇
で
は
「
豫
襄
の
友
」
と
い
う
抽
象
的
な
呼
称
を
用
い

て
い
る
か
ら
で
、
不
侵
篇
の
「
豫
襄
の
友
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。「
青
荓
」
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く

架
空
の
人
物
で
、「
人
の
信
」
と
し
て
友
情
を
語
る
問
答
の
相
手
と
し
て
、
趙
襄
子
に
代
え
て
登
場
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
序
意
篇
の
豫
襄
説
話
は
不
侵
篇
の
錯
簡
、
も
し
く
は
不
侵
篇
か
ら
移
し
て
き
た
も
の
と
す
る
従
来（
注
７
）

の
説
は

妥
当
性
を
欠
く
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
と
な
る
よ
う
で
、
そ
れ
は
季
冬
紀
各
篇
の
文
字
数
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
い
ま
季
冬
紀
各
篇
の

字
数
を
見
る
と
、
季
冬
篇
は
四
百
八
字
、
士
節
篇
は
四
百
七
十
三
字
、
介
立
篇
は
四
百
五
十
八
字
、
誠
廉
篇
は
四
百
七
十
一
字
、
不
侵
篇
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一
二
三

は
五
百
六
十
七
字
と
な
っ
て
い
る
。
季
冬
篇
は
時
令
説
で
あ
る
か
ら
論
の
外
に
置
く
と
し
て
、
不
侵
篇
を
除
く
各
篇
の
字
数
は
い
ず
れ
も

四
百
六
十
～
四
百
七
十
字
程
度
の
間
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
十
二
紀
の
編
纂
時
に
お
い
て
文
量
を
整
え
る
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
一
方
、
序
意
篇
の
豫
襄
説
話
に
該
当
す
る
の
は
百
三
十
六
字
で
あ
る
。
も
し
、
序
意
篇
の
豫
襄
説
話
が
不
侵
篇
か
ら
移
し
て

き
た
資
料
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
他
篇
に
比
べ
て
元
々
百
字
程
多
い
不
侵
篇
に
、
さ
ら
に
序
意
篇
の
百
三
十
六
字
が
加
わ
り
、
本
来
の
不

侵
篇
は
七
百
字
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
序
意
篇
の
豫
襄
説
話
は
不
侵
篇
由
来
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
も
は
や
疑
い
が
な
い
。

以
上
、
序
意
篇
と
十
二
紀
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
事
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
十
二
紀
が
『
呂
氏
春
秋
』
の
巻
頭
に
移

さ
れ
、
末
尾
に
置
か
れ
て
い
た
序
文
が
序
意
篇
に
改
編
さ
れ
た
の
は
、
司
馬
遷
以
降
漢
初
に
至
り
黄
老
思
想
の
流
行
に
よ
っ
て
、
十
二
紀

の
各
季
首
に
配
さ
れ
た
時
令
説
及
び
そ
の
論
説
と
序
文
の
思
想
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
序
文
に
は

十
二
紀
が
秦
の
祖
先
黄
帝
の
教
え
で
あ
る
天
の
は
た
ら
き
と
地
の
あ
り
方
を
模
範
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
十
二
紀
の
各

紀
首
に
は
時
令
説
が
配
さ
れ
、
さ
ら
に
季
春
紀
を
中
心
と
す
る
説
論
に
は
、
黄
帝
言
に
基
づ
く
道
法
思
想
が
体
系
的
に
記
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
（
注
８
）。

こ
れ
と
同
時
に
序
文
が
序
意
篇
に
改
編
さ
れ
た
が
、
現
在
の
序
意
篇
は
本
来
の
序
文
を
そ
の
ま
ま
前
半
部
と
し
、
後
半
部
の

豫
襄
説
話
は
、
序
意
篇
の
改
編
時
に
前
半
部
「
人
の
信
」
を
論
証
す
る
説
話
と
し
て
急
遽
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
季
冬
紀
不
侵
篇
の

豫
襄
説
話
は
序
意
篇
の
豫
襄
説
話
と
は
別
個
の
も
の
で
、
不
侵
篇
の
錯
簡
も
し
く
は
不
侵
篇
か
ら
移
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
。
次
に

は
、
十
二
紀
の
一
篇
増
を
う
け
て
一
篇
減
と
な
っ
た
八
覧
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

二

八
覧
は
有
始
・
孝
行
・
慎
大
・
先
識
・
審
分
・
審
応
・
離
俗
・
恃
君
の
八
つ
の
覧
で
構
成
さ
れ
、
覧
首
の
有
始
覧
の
み
七
篇
と
な
っ
て



一
二
四

い
る
他
は
、
各
覧
の
下
に
八
篇
の
論
説
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
有
始
覧
の
七
篇
と
は
、
第
一
有
始
・
第
二
応
同
・
第
三
去
尤
・
第
四
聴

言
・
第
五
謹
聴
・
第
六
務
本
・
第
七
諭
大
の
各
篇
で
あ
る
。
さ
ら
に
有
始
覧
に
は
特
徴
的
な
体
裁
と
し
て
、
各
篇
の
末
尾
に
ひ
と
し
く

「
解
在
云
々
」
と
い
う
短
い
一
文
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
篇
の
論
旨
に
則
し
た
例
話
や
説
話
の
所
在
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
有
始
覧

各
篇
の
解
に
示
さ
れ
た
記
事
に
対
応
す
る
説
話
が
八
覧
・
六
論
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
有
始
篇
の
四
条
の
解
に
つ
い
て
は
、
該

当
す
る
具
体
的
な
記
事
が
見
当
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
陳
奇
猷󠄀
氏
は
本
来
八
篇
で
あ
っ
た
有
始
覧
中
の
一
篇
が
脱
落
し
た
と
し
、
そ
れ
は
名

類
篇
で
あ
る
と
い
う
。
陳
氏
に
よ
れ
ば
、
名
類
篇
の
文
が
全
て
脱
去
し
た
後
、
名
類
と
い
う
篇
名
も
後
続
の
応
同
篇
に
統
合
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
（
注
９
）。

楠
山
博
士
は
「
こ
こ
に
問
題
は
、
そ
の
佚
篇
と
な
る
事
情
で
あ
っ
て
、
陳
氏
に
こ
の
点
の
明
言
は
な
い
が
、
上
記
の
論

述
か
ら
推
し
て
、
こ
れ
を
偶
発
的
な
も
の
と
見
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
筆
者
は
、
こ
こ
に
季
冬
紀
と
有
始
覧
と
に
お
け

る
一
増
一
減
に
留
意
し
、
む
し
ろ
意
図
的
な
操
作
の
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
臆
測
す
る
（
注
10
）」

と
述
べ
る
一
方
、「
し
か
し
、
応
同
篇
以

下
に
お
け
る
一
般
的
体
例
か
ら
す
る
と
、
四
条
に
対
応
す
る
文
が
、
同
じ
有
始
覧
中
の
、
し
か
も
連
続
す
る
次
篇
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も

不
可
解
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
以
下
、
小
論
で
は
佚
篇
を
某
篇
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
某
篇
の
本
文
と
篇
名
が
偶
発
的
に
脱
去
し

た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
筆
者
も
ま
た
楠
山
博
士
の
説
に
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
有
始
覧
の
解
に
つ
い
て
は
後
で
あ
ら
た
め
て
触

れ
る
こ
と
に
し
て
、
最
初
に
某
篇
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

某
篇
に
つ
い
て
問
題
点
と
な
る
の
は
、
有
始
覧
の
中
か
ら
某
篇
が
選
ば
れ
た
理
由
と
某
篇
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
、
及
び
某
篇
の
本
文

が
一
減
の
対
象
と
し
て
削
除
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
有
始
覧
七
篇
の
構
成
を
見
る
と
、
去
尤
・
聴
言
・
謹
聴
の
三
篇
は
、
天
下
の

平
定
と
国
家
の
安
泰
を
保
つ
要
道
は
「
君
主
が
正
し
く
聴
く
」
こ
と
を
一
貫
し
て
主
張
し
、
続
く
務
本
・
諭
大
の
二
篇
は
「
臣
下
に
対
す

る
戒
め
」
に
論
旨
が
転
換
す
る
。
論
点
が
変
わ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
第
三
去
尤
篇
以
下
第
七
諭
大
篇
に
至
る
連
続
す
る
五
篇
は
国
家
の

安
泰
を
説
く
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
内
容
に
沿
っ
た
論
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
有
始
篇
は
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二
五

天
地
自
然
に
関
わ
る
記
述
に
終
始
し
、
応
同
篇
は
自
然
現
象
に
つ
い
て
の
応
同
の
事
実
か
ら
、
外
敵
の
侵
寇
を
防
ぐ
手
立
て
は
治
国
を
完

う
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
禍
福
論
を
展
開
し
て
お
り
、
有
始
篇
・
応
同
篇
と
去
尤
篇
以
下
の
五
篇
の
間
に
は
、
論
旨
に
お
い
て
明
ら
か

な
断
層
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
某
篇
が
置
か
れ
て
い
た
の
は
陳
氏
の
言
う
よ
う
に
有
始
篇
と
応
同
篇
の
間
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
に
有
始
篇
と
応
同
篇
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。
考
察
の
都
合
上
、
最
初
に
応
同
篇
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る

が
、
原
文
は
段
落
に
分
け
て
Ａ
～
Ｄ
の
通
し
番
号
を
附
し
、
論
旨
に
差
し
支
え
な
い
範
囲
で
適
宜
省
略
を
行
っ
た
。

Ａ
凡
そ
帝
王
な
る
者
の
将
に
興
ら
ん
と
す
る
や
、
天
必
ず
先
づ
祥
を
下
民
に
見あ

ら
はす

。
黄
帝
の
時
、
天
先
づ
大
螾
大
螻
を
見
す
。
黄
帝
曰

く
、
土
気
勝
つ
、
と
。
土
気
勝
つ
、
故
に
其
の
色
は
黄
を
尚
び
、
其
の
事
は
土
に（
注
11
）

則
る
。
…
…
火
に
代
は
る
者
は
必
ず
将
に
水
な
ら

ん
と
す
。
天
且
に
先
づ
水
気
の
勝
つ
を
見
さ
ん
と
す
。
水
気
勝
つ
。
故
に
其
の
色
は
黒
を
尚
び
、
其
の
事
は
水
に
則
る
。
水
気
至
れ

ど
も
数
の
備
は
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
将
に
土
に
徙
ら
ん
と
す
。
天
の
為
す
は
時
に
し
て
農つ

と
めを

下
に
助
け
ず
。

Ｂ
類
は
固
よ
り
相
召
く
。
気
同
ず
れ
ば
則
ち
合
し
、
声
比
す
れ
ば
則
ち
応
ず
。
宮
を
鼓
す
れ
ば
宮
動
き
、
角
を
鼓
す
れ
ば
角
動
く
。
地

を
平
ら
か
に
し
て
水
を
注
げ
ば
、
水
は
湿
に
流
れ
、
薪
を
均
し
く
し
て
火
を
施
せ
ば
、
火
は
燥
に
就
く
。
…
…
禍
福
の
自
り
て
来
る

所
、
衆
人
以
て
命
と
為
す
。
安
く
ん
ぞ
其
の
所
を
知
ら
ん
。

Ｃ
夫
れ
巣
を
覆
し
卵
を
毀
て
ば
、
則
ち
鳳
凰
は
至
ら
ず
。
獣
を
刳
き
胎
を
食
へ
ば
、
則
ち
麒
麟
は
来
ら
ず
。
澤
を
乾
し
漁
を
涸
ら
せ

ば
、
則
ち
亀
龍
は
住
ま
ず
。
物
の
同
じ
き
に
従
ふ
こ
と
、
記
す
る
を
為
す
可
か
ら
ず
。
…
…
黄
帝
曰
く
、
芒
芒
昧
昧
、
天
の
威
に
因

り
、
元
と
気
を
同
じ
く
す
、
と
。
故
に
曰
く
、
気
に
同
ず
る
は
義
に
同
ず
る
よ
り
も
賢
り
、
義
に
同
ず
る
は
力
に
同
ず
る
よ
り
も
賢

り
、
力
に
同
ず
る
は
居
に
同
ず
る
よ
り
も
賢
り
、
居
に
同
ず
る
は
名
に
同
ず
る
よ
り
も
賢
る
、
と
。
帝
者
は
気
に
同
じ
、
王
者
は
義

に
同
じ
、
覇
者
は
力
に
同
ず
。
勤
者
は
居
に
同
ず
れ
ば
則
ち
薄
く
、
亡
者
は
名
に
同
ず
れ
ば
則
ち
觕
な
り
。
…
…
故
に
尭
は
善
を
為

し
て
衆
善
至
り
、
桀
は
非
を
為
し
て
衆
非
来
た
る
。
商
の
箴
に
云
ふ
、
天
の
災
ひ
を
降
し
祥
を
布
く
は
、
竝
に
其
の
職
有
り
、
と
。
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禍
福
は
人
之
を
招
く
こ
と
或
る
を
言
ふ
を
以
て
な
り
。
故
に
国
の
乱
る
る
は
、
独
り
乱
る
る
に
非
ざ
る
な
り
。
又
た
必
ず
寇
を
招

く
。
独
り
乱
る
る
は
、
未
だ
必
ず
し
も
亡
び
ざ
る
な
り
。
寇
を
招
け
ば
則
ち
以
て
存
す
る
無
し
。

Ｄ
凡
そ
兵
の
用
た
る
や
、
利
に
用
ひ
、
義
に
用
ふ
。
乱
を
攻
む
れ
ば
則
ち
脆
く
、
脆
け
れ
ば
則
ち
攻
む
る
者
利
あ
り
。
乱
を
攻
む
れ
ば

則
ち
義
あ
り
、
義
あ
れ
ば
則
ち
攻
む
る
者
栄
あ
り
。
栄
に
し
て
且
つ
利
な
れ
ば
、
中
主
も
猶
ほ
且
つ
之
を
為
す
、
況
や
賢
主
に
於
い

て
を
や
。
故
に
割
地
・
宝
器
・
卑
辞
・
屈
服
は
、
以
て
攻
を
止
む
る
に
足
ら
ず
、
惟
だ
治
の
み
足
れ
り
と
為
す
。
…
…
解
は
史
墨
の

来
た
り
て
輟
め
て
衛
を
襲
は
ざ
る
に
在
り
。
趙
簡
子
は
動
静
を
知
る
と
謂
ふ
可
し
。	

（
有
始
覧
応
同
）

応
同
篇
の
篇
首
Ａ
は
、
五
行
相
剋
説
に
も
と
づ
い
て
黄
帝
よ
り
文
王
に
至
る
歴
代
王
朝
の
交
代
を
明
ら
か
に
し
、
火
徳
の
周
に
代
わ
る

帝
王
は
水
気
に
因
ん
で
色
は
黒
を
尚
び
、
政
事
は
水
徳
で
あ
る
こ
と
を
予
言
す
る
。
さ
ら
に
「
水
徳
の
運
気
が
到
来
し
た
こ
と
に
気
付
か

な
い
で
い
れ
ば
、
土
徳
の
時
に
移
っ
て
し
ま
う
。
天
は
時
期
を
示
し
て
く
れ
る
が
、
人
の
務
め
を
助
け
て
は
く
れ
な
い
」
と
、
秦
に
よ
る

天
下
統
一
の
時
機
を
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
警
告
す
る
。
と
こ
ろ
が
Ｂ
で
論
旨
は
一
転
し
、
同
類
の
も
の
は
互
い
に
応
じ
合
う
と
い
う
導

入
文
に
続
い
て
、「
宮
や
角
の
音
を
（
琴
で
）
弾
く
と
（
隣
り
の
琴
も
」
連
動
す
る
」「
平
ら
な
場
所
に
水
を
注
ぐ
と
、
水
は
湿
気
の
多
い

方
に
流
れ
る
」「
薪
を
同
じ
高
さ
に
積
ん
で
火
を
つ
け
る
と
、
火
は
乾
燥
し
た
方
に
燃
え
移
る
」
等
の
譬
え
を
列
挙
す
る
。
さ
ら
に
Ｃ
で

は
「
巣
や
卵
を
毀
て
ば
鳳
凰
は
飛
来
し
な
い
」「
獣
の
胎
児
を
食
ら
え
ば
麒
麟
は
来
な
い
」「
澤
を
乾
し
て
魚
を
獲
り
尽
く
せ
ば
亀
龍
は
棲

ま
な
く
な
る
」
と
い
う
因
果
論
に
転
じ
、「
国
政
の
乱
れ
は
外
寇
を
招
く
原
因
と
な
り
、
国
家
の
存
立
も
危
う
く
な
る
」
と
い
う
の
は
、

続
く
Ｄ
へ
の
導
入
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
Ｄ
は
「
攻
伐
を
行
う
の
は
利
の
た
め
か
義
の
た
め
で
あ
る
か
ら
、
敵
の
侵
攻
を
防
ぐ
唯
一
の

手
段
は
、
治
国
を
完
う
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
結
論
す
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
は
応
同
論
か
ら
因
果
論
へ
と
転
じ
、
禍
福
は
人
が

召
く
も
の
で
あ
り
、
外
寇
を
招
く
原
因
は
国
政
の
乱
れ
に
よ
る
と
結
論
す
る
も
の
で
、
そ
の
一
貫
性
と
い
う
点
で
違
和
感
の
な
い
論
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
秦
の
天
下
統
一
の
必
然
性
を
述
べ
る
Ａ
の
孤
立
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
応
同
篇
の
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と
恃
君
覧
召
類
篇
の
前
半
部
は
重
複
文
と
な
っ
て
い
る
。
応
同
篇
と
召
類
篇
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
楠
山
博
士
に
論
考
が（
注
12
）

あ
り
、
有
始
覧
応
同
篇
と
恃
君
覧
召
類
篇
は
本
来
連
続
し
た
一
文
で
あ
っ
た
が
、『
呂
氏
春
秋
』
の
体
例
か
ら
し

て
長
文
に
過
ぎ
る
事
か
ら
二
分
す
る
こ
と
を
計
っ
た
も
の
で
、
召
類
篇
の
重
複
文
は
応
同
篇
を
元
に
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
召
類
篇
の
前
半
部
は
応
同
篇
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
を
抄
節
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
の
検
証
は
省
く
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
召
類
篇
の
重
複
文
を
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
と
す
る
と
、
召
類
篇
の
構
成
は
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
の
後
に
論
説
ｅ
が
続
き
、
さ
ら
に
ｄ
を
説
明
す
る

内
容
の
二
篇
の
説
話
ｆ
・
ｇ
で
締
括
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
構
成
分
け
に
従
っ
て
、
次
に
召
類
篇
の
原
文
を
示
す
。

尚
、
末
尾
の
説
話
ｆ
・
ｇ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
項
の
考
察
と
は
直
接
拘
ら
な
い
か
ら
、
原
文
の
掲
出
は
省
略
し
た
。

ｂ
類
同
相
召
、
気
同
則
合
、
声
比
則
応
。
故
鼓
宮
而
宮
応
、
鼓
角
而
角
動
。
以
龍
致
雨
、
以
形
逐
影
。
禍
福
之
所
自
来
、
衆
人
以
為

命
、
焉
不
知
其
所
由
。

ｃ
故
国
乱
非
独
乱
、
有
必
召
寇
。
独
乱
未
必
亡
也
、
召
寇
則
無
以
存
矣
。

ｄ
凡
兵
之
用
也
、
用
於
利
、
用
於
義
。
攻
乱
則
服
、
服
則
攻
者
利
。
攻
乱
則
義
、
義
則
攻
者
栄
。
栄
且
利
、
中
主
猶
且
為
之
。
有
況
於

賢
主
乎
。
故
割
地
、
宝
器
戈
剣
、
卑
辞
屈
服
、
不
足
以
止
攻
、
唯
治
為
足
。
治
則
為
利
者
不
攻
矣
。
為
名
者
不
伐
矣
。
凡
人
之
攻
伐

也
、
非
為
利
則
固
為
名
也
。
名
実
不
得
、
国
雖
強
大
、
則
無
為
攻
矣
。

ｅ
兵
所
自
来
者
久
矣
。
尭
戦
於
丹
水
之
浦
、
以
服
南
蛮
、
舜
却
苗
民
、
更
易
其
俗
、
禹
攻
曹
魏
・
屈
驁
・
有
扈
、
以
行
其
教
。
三
王
以

上
、
固
皆
用
兵
也
。
乱
則
用
、
治
則
止
。
治
而
攻
之
、
不
祥
莫
大
焉
。
乱
而
弗
討
、
害
民
莫
長
焉
。
此
治
乱
之
化
也
。
文
武
之
所
由

起
也
。
文
者
愛
之
徴
也
。
武
者
悪
之
表
也
。
愛
悪
循
義
、
文
武
有
常
、
聖
人
之
元
也
。
譬
之
若
寒
暑
之
序
、
時
至
而
事
生
之
。
聖
人

不
能
為
時
、
而
能
以
事
適
時
。
事
適
於
時
者
其
功
大
。	

（
恃
君
覧
召
類
）

ｂ
・
ｃ
・
ｄ
が
応
同
篇
か
ら
の
抄
節
で
あ
る
こ
と
は
今
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
に
続
く
ｅ
の
記
述
で
あ
る
。
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ｅ
は
ｄ
と
隣
接
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ｅ
と
ｄ
は
論
旨
を
全
く
異
に
し
て
い
る
。
国
内
の
乱
れ
が
外
敵
の
侵
攻
を
招
く
と
い
う
ｃ

の
論
を
承
け
、
ｄ
は
兵
を
用
い
る
の
は
義
の
た
め
で
な
け
れ
ば
利
の
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
を
防
ぐ
唯
一
の
手
立
て
と
し
て
、
国
内
を
平
治

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
力
説
す
る
。
と
こ
ろ
が
直
後
の
ｅ
は
、「
尭
は
丹
水
の
浦
に
戦
ひ
、
以
て
南
蠻
を
服
し
、
舜
は
苗
民
を
却
け
て
、

更
に
其
の
俗
を
易
へ
、
禹
は
曹
魏
・
屈
驁
・
有
扈
を
攻
め
、
以
て
其
の
教
へ
を
行
ふ
。
三
王
以
上
、
固
よ
り
皆
な
兵
を
用
ふ
る
な
り
」

と
、
い
に
し
へ
の
聖
王
尭
・
舜
・
禹
で
さ
え
も
乱
国
を
攻
め
て
そ
の
国
の
民
を
教
化
し
た
と
し
、「
乱
れ
て
討
た
ざ
れ
ば
、
民
を
害
す
る

こ
と
焉
よ
り
長
な
る
は
莫
し
」
と
、
む
し
ろ
積
極
的
な
放
伐
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
外
敵
の
侵
寇
を
防
ぐ
こ
と
を
主
眼
と
す
る
ｃ
か

ら
ｄ
へ
と
続
く
論
と
正
反
対
の
主
張
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
召
類
篇
に
お
け
る
ｅ
の
孤
立
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ｅ
に
つ
い
て

注
目
す
べ
き
は
、
末
尾
に
置
か
れ
た
「
寒
暑
の
序
、
時
至
り
て
事
之
を
生
ず
る
が
若
し
。
聖
人
は
時
を
為
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
能
く

事
を
以
て
時
に
適
せ
し
む
。
事
の
時
に
適
す
る
者
は
、
其
の
功
大
な
り
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
寒
暑
が
交
替
し
て
次
の
時
節
が
来
た
な

ら
ば
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
き
様
々
な
諸
事
が
生
じ
る
。
聖
人
は
時
を
作
り
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
方
策
を
時
宜
に
適
合
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
る
。
方
策
が
時
宜
に
適
合
す
れ
ば
、
そ
の
成
果
も
大
き
な
も
の
と
な
る
、
と
い
う
の
は
応
同
篇
Ａ
の
末
文
「
天
の
為
す
は
時

に
し
て
農つ
と
めを
下
に
助
け
ず
」
と
ま
さ
に
同
旨
の
も
の
で
あ
り
、
秦
の
天
下
統
一
を
積
極
的
に
勧
め
る
こ
と
を
主
張
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
応
同
篇
Ａ
の
「
天
必
ず
先
ず
祥
を
下
民
に
見
す
」「
天
の
為
す
は
時
に
し
て
農つ
と
め

を
下
に
助
け
ず
」、
召
類
篇
ｅ
の

「
寒
暑
の
序
、
時
至
り
て
事
之
を
生
ず
る
が
若
し
。
聖
人
は
時
を
為
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
能
く
事
を
以
て
時
に
適
せ
し
む
」
と
い
う

記
述
に
着
目
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
天
人
相
関
の
立
場
に
拠
り
、
天
意
の
示
す
自
然
に
従
っ
て
政
治
の
判
断
を
す
べ
き
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
召
類
篇
と
応
同
篇
は
、
そ
の
形
成
時
に
両
篇
間
の
資
料
の
遣
り
取
り
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
両
篇
は
密
接
に
関
連
し
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
応
同
・
召
類
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
に
お
い
て
Ａ
と
ｅ
は
異
質
な
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
応
同
篇
Ａ
と
召
類
篇
ｅ
は
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本
来
、
連
続
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
は
ｅ
の
置
か
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
Ａ
と
ｅ
が
連
続
し
て
い
た
文
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
故
ｅ
は
Ａ
と
と
も

に
応
同
篇
に
置
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
想
像
す
る
に
、
応
同
篇
Ｃ
と
召
類
篇
ｅ
に
お
け
る
「
義
」
の
意
味
が
異
な

る
か
ら
で
あ
る
。
召
類
篇
ｅ
の
「
義
」
と
は
「
文
は
愛
の
徴
な
り
。
武
は
悪
の
表
な
り
。
愛
悪
、
義
に
循
ふ
」
と
い
う
よ
う
に
、
愛
の
象

徴
の
文
・
憎
悪
の
徴
表
の
武
が
ひ
と
し
く
従
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
聖
人
の
治
の
大
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
応
同
篇
Ｃ
で
は

「
帝
者
は
気
に
同
じ
、
王
者
は
義
に
同
じ
、
覇
者
は
力
に
同
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
義
」
に
従
う
者
は
帝
王
に
次
ぐ
王
者

の
位
置
付
け
で
あ
り
、
義
を
第
一
と
す
る
ｅ
の
記
述
と
齟
齬
を
来
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
ｅ
は
Ａ
と
切
り
離
し
て
召
類
篇
に
移
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
応
同
篇
と
召
類
篇
は
密
接
な
関
連
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

次
に
有
始
篇
に
つ
い
て
。
有
始
篇
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
有
始
覧
の
六
篇
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
有
始
篇
を
除
く
有
始
覧
の

六
篇
が
人
事
に
関
わ
る
論
説
と
例
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
有
始
篇
は
天
地
自
然
に
関
わ
る
記
述
に
終
始
す
る
。
す
な
わ
ち
、

天
地
の
気
の
和
合
に
よ
る
万
物
の
生
成
か
ら
説
き
起
こ
し
、
そ
の
は
た
ら
き
は
寒
暑
・
日
月
・
昼
夜
の
交
替
と
さ
ま
ざ
ま
な
万
物
の
存
在

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
前
置
き
に
続
い
て
、
天
の
九
野
・
地
の
九
州
・
九
山
・
九
塞
・
九
藪
・
八
風
・
六
川
四
海
・
四

極
、
次
い
で
大
地
の
規
模
に
及
ん
で
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
篇
末
に
置
か
れ
た
解
の
直
前
の
文
で
あ
る
。

天
地
万
物
は
一
人
の
身
な
り
、
此
を
之
れ
大
同
と
謂
ふ
。
衆
は
耳
目
鼻
口
な
り
、
衆
は
五
穀
寒
暑
な
り
。
此
を
之
れ
衆
異
と
謂
ひ
、

則
ち
万
物
備
は
る
な
り
。
天
は
万
物
を
斟は

か

り
、
聖
人
は
焉こ

れ

を
覧み

て
、
以
て
其
の
類
を
観あ

ら
はす

。	

（
有
始
覧
有
始
）

右
の
一
文
は
、
自
然
界
の
様
相
の
叙
述
に
終
始
す
る
有
始
篇
の
記
述
と
は
趣
き
を
全
く
異
に
し
、
聊
か
唐
突
な
印
象
を
免
れ
な
い
。
有

始
篇
は
一
貫
し
て
天
地
の
あ
り
さ
ま
を
叙
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
天
地
万
物
は
云
々
」
と
い
う
天
地
に
因
ん
だ
書
き
出
し
で
始
ま
る

全
く
別
の
資
料
を
、
有
始
篇
末
尾
に
移
し
た
と
い
う
次
第
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
天
は
万
物
を
斟は
か

り
、
聖
人
は
焉こ
れ

を
覧み

て
、
以
て
其
の
類
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を
観あ
ら
は

す
」
と
い
う
の
は
、
天
に
よ
っ
て
按
配
さ
れ
た
万
物
を
聖
人
は
観
察
し
、
人
と
類
似
す
る
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
は
応
同
篇
Ａ
・
召
類
篇
ｅ
の
文
と
同
様
、
人
が
自
然
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
に
順
う
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
こ
の
有
始
篇
末
尾
の
一
文
と
応
同
篇
Ａ
・
召
類
篇
ｅ
は
本
来
一
連
の
文
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
置
か
れ
て
い
た
場
所
は

某
篇
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
有
始
篇
と
応
同
篇
と
の
間
に
存
在
し
て
い
た
某
篇
が
一
篇
減
の
対
象
と
な
り
、
形
式
上
、
有
始
覧
か
ら
某

篇
の
篇
名
が
抹
消
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
某
篇
の
文
は
有
始
覧
末
尾
と
応
同
篇
冒
頭
、
さ
ら
に
召
類
篇
に
振
り
分
け
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
有
始
覧
各
篇
の
字
数
を
見
る
と
、
有
始
篇
六
百
三
十
三
字
、
応
同
篇
六
百
五
十
四
字
、
去
尤
篇
五
百
十
字
、
聴
言
篇
四
百
八
十
二

字
、
謹
聴
篇
六
百
七
字
、
務
本
篇
四
百
八
十
三
字
、
諭
大
篇
四
百
四
十
字
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
有
始
篇
と
応
同
篇
が
突
出
し
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
、
有
始
篇
と
応
同
篇
に
某
篇
か
ら
の
移
入
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
か
も
知
れ
な
い
。

有
始
覧
と
八
覧
・
六
論
と
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
有
始
覧
七
篇
の
末
尾
に
ひ
と
し
く
附
さ
れ
て
い

る
「
解
在
云
々
」
の
短
い
一
文
で
、
そ
の
篇
の
趣
旨
に
対
応
す
る
例
話
や
説
話
の
所
在
を
示
す
か
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
某
篇
の
存
在

に
つ
い
て
も
、
先
学
は
有
始
篇
の
解
を
論
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
最
初
に
触
れ
た
。
そ
こ
で
応
同
篇
か
ら
順
に
、
最
後
に
有
始
篇
の
解
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

第
二
応
同
篇
の
解
「
史
墨
の
来
た
り
て
輟
め
て
衛
を
襲
は
ざ
る
に
在
り
。
趙
簡
子
は
動
静
を
知
る
と
謂
ふ
可
し
」
に
つ
い
て
は
、
恃
君

覧
召
類
篇
後
半
部
に
置
か
れ
た
二
つ
目
の
説
話
ｆ
に
該
当
す
る
記
事
が
見
え
る
。
応
同
篇
と
召
類
篇
は
本
来
連
続
し
て
い
た
も
の
で
、
恃

君
覧
召
類
篇
の
前
半
部
は
応
同
篇
の
文
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
応
同
篇
の
解
は
召
類
篇
の

後
半
部
に
見
え
る
二
つ
の
説
話
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
応
同
篇
と
召
類
篇
と
の
繋
が
り
の
一
端
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

第
三
去
尤
篇
の
解
「
斉
人
の
金
を
得
ん
と
欲
す
る
と
、
及
び
秦
の
墨
者
の
相
妬
む
と
に
在
り
。
皆
な
尤
せ
ら
る
る
所
有
る
な
り
。
老
聃

は
則
ち
之
を
得
た
り
。
若
し
木
を
植
ゑ
て
独
に
立
ち
、
必
ず
俗
に
合
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
何
ぞ
擴
ぐ
可
け（
注
13
）

ん
や
」
の
う
ち
、
斉
人
の
例
話
と



『
呂
氏
春
秋
』
の
形
成

一
三
一

秦
の
墨
者
の
例
話
に
つ
い
て
は
、
先
識
覧
去
宥
篇
に
対
応
す
る
記
事
が
見
え
る
。
去
尤
篇
は
先
識
覧
去
宥
篇
と
連
続
す
る
一
篇
で
あ
っ
た

も
の
で
、
文
量
を
調
節
す
る
た
め
二
篇
に
分
割
し
た
と
考
え
ら
れ
る。
（
注
14
）

次
に
触
れ
る
謹
聴
篇
に
も
先
識
覧
観
世
篇
と
の
重
複
文
が
見
え
る

こ
と
か
ら
、
有
始
覧
の
形
成
に
先
識
覧
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

第
四
聴
言
篇
の
解
「
白
圭
の
恵
子
を
非
る
と
、
公
孫
龍
の
燕
の
昭
王
に
説
く
に
偃
兵
を
以
て
す
る
と
、
及
び
空
洛
の
遇
に
応
ず
る
と
、

孔
穿
の
公
孫
龍
を
議
す
る
と
、
翟
翦
の
恵
子
の
法
を
難
ず
る
と
に
在
り
。
此
の
四
士
者
の
議
は
、
皆
な
故
多
し
。
独
論
せ
ざ
る
可
か
ら

ず
」
に
つ
い
て
は
、
審
応
覧
不
屈
・
応
言
・
淫
辞
篇
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
説
話
が
あ
る
。
聴
言
篇
は
論
説
文
の
み
で
構
成
さ
れ
、
例

話
や
説
話
が
な
い
こ
と
か
ら
、
五
条
の
解
に
示
す
審
応
覧
の
三
篇
が
聴
言
篇
の
説
話
の
役
割
を
担
う
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

聴
言
篇
は
、
臣
下
の
言
を
聴
取
す
る
際
の
心
構
え
か
ら
説
き
起
こ
し
、
墨
家
の
節
用
論
・
偃
兵
論
・
尚
賢
説
を
述
べ
、
君
主
は
心
に
修
養

を
積
ん
で
こ
そ
臣
下
の
説
を
正
し
く
聴
く
こ
と
が
出
来
る
と
結
ん
で
い
る
よ
う
に
、
論
旨
は
一
貫
し
て
い
な
い
。
聴
言
篇
は
後
続
の
謹
聴

篇
と
と
も
に
、『
呂
氏
春
秋
』
編
集
の
最
終
段
階
で
形
成
さ
れ
た
篇
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
五
条
の
解
に
示
す
不
屈
・
応
言
・
淫

辞
の
三
篇
の
説
話
は
、
名
家
の
恵
子
・
公
孫
龍
を
非
難
し
、
そ
の
詭
弁
が
法
治
主
義
に
対
し
実
効
性
を
も
た
な
い
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で

あ
る
。
聴
言
篇
を
編
集
す
る
際
、
不
屈
・
応
言
・
淫
辞
の
三
篇
と
関
連
性
を
も
た
せ
る
こ
と
が
果
た
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
。「
言
を
聴
く
」
と
い
う
篇
題
に
ち
な
ん
で
、
弁
舌
・
議
論
の
応
酬
を
主
題
と
す
る
審
応
覧
の
三
篇
を
解
に
示
し
た
ま
で
の
こ
と
で
は

あ
る
ま
い
か
。

第
五
謹
聴
篇
の
解
「
勝
書
の
周
公
に
説
く
に
在
り
。
能
く
聴
く
と
謂
ふ
可
し
。
斉
の
桓
公
の
小
臣
稷
を
見
、
魏
の
文
侯
の
田
子
方
を
見

る
、
皆
な
能
く
士
を
礼
す
と
謂
ふ
可
し
」
に
つ
い
て
は
、
審
応
覧
精
諭
篇
・
慎
大
覧
下
賢
篇
に
対
応
す
る
説
話
が
ひ
と
ま
ず
見
え
る
。
し

か
し
、
謹
聴
篇
の
解
に
は
不
可
解
な
点
が
多
い
。
謹
聴
篇
の
後
半
部
は
先
識
覧
観
世
篇
と
の
重
複
文
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

解
に
は
言
及
が
な
い
。
一
方
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
他
篇
と
文
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
応
同
篇
・
去
尤
篇
の
解
に
は
そ
の
旨
の
記
載
が
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あ
る
か
ら
で
あ
る
。
謹
聴
篇
と
観
世
篇
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
謹
聴
篇
の
後
半
部
は
観
世
篇
か
ら
移
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
（
注
14
）る

か

ら
、
お
そ
ら
く
謹
聴
篇
は
有
始
覧
形
成
の
最
終
段
階
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
謹
聴
篇
の
解
で
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
対

応
関
係
で
あ
る
。
謹
聴
篇
は
、
君
主
が
謹
ん
で
謙
虚
に
臣
下
の
言
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
論
旨
と
す
る
の
に
対
し
、
精
諭
篇
の

勝
書
と
周
公
の
問
答
説
話
は
、
聖
人
は
相
手
の
心
を
悟
る
の
に
言
葉
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
「
不
言
の
聴
」
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
決
し
て
謹
聴
篇
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
下
賢
篇
に
見
え
る
斉
の
桓
公
が
小
臣
稷
に
執
拗
に
面
会
を
求
め
た
説

話
・
魏
の
文
侯
が
士
を
礼
遇
し
た
二
つ
の
説
話
は
、
い
ず
れ
も
賢
者
に
へ
り
く
だ
る
君
主
像
で
あ
り
、「
謹
聴
」
の
趣
旨
と
は
異
な
る
。

し
か
も
下
賢
篇
の
魏
の
文
侯
説
話
の
賢
者
は
、
田
子
方
で
は
な
く
段
干
木
で
あ
る
。
離
俗
覧
挙
難
篇
に
「
文
侯
は
子
夏
を
師
と
し
、
田
子

方
を
友
と
し
、
段
干
木
を
敬
す
」、
開
春
論
察
賢
篇
に
「
魏
の
文
侯
は
卜
子
夏
を
師
と
し
、
田
子
方
を
友
と
し
、
段
干
木
を
礼
し
て
国
治

ま
り
身
逸
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
田
子
方
と
段
干
木
は
同
列
に
扱
わ
れ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
審
応
覧
重
言
篇
に
、
斉
の
桓
公
が
莒

国
討
伐
の
計
画
を
東
郭
牙
に
見
破
ら
れ
た
説
話
の
結
び
に
「
故
に
聖
人
は
無
声
に
聴
き
、
無
形
に
視
る
。
詹
何
・
田
子
方

0

0

0

・
老
耽
是
な

り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
謹
聴
篇
の
解
に
「
不
言
の
聴
」
を
説
く
勝
書
と
周
公
の
説
話
と
並
ん
で
田
子
方
の
名
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。第

六
務
本
篇
の
解
「
鄭
君
の
被
瞻
の
義
を
問
ひ
、
薄
疑
の
衛
の
嗣
君
に
応
ふ
る
に
税
を
重
く
す
る
無
き
を
以
て
す
る
に
在
り
」
に
つ
い

て
は
、
対
応
す
る
例
話
が
士
容
論
務
大
篇
と
審
応
覧
審
応
篇
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
務
本
篇
は
篇
題
の
と
お
り
、
臣
下
が
そ
の
本
分
を
務

め
る
た
め
の
心
が
け
を
説
い
て
い
る
が
、
後
半
部
は
論
旨
が
一
転
し
、
次
の
よ
う
な
儒
家
の
立
場
か
ら
の
出
処
進
退
論
と
な
っ
て
い
る
。

己
を
用
ふ
る
者
、
未
だ
必
ず
し
も
是
な
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
身
は
自
ら
賢
と
す
る
に
若
く
は
莫
し
。
而も

し
己
猶
ほ
患
ひ
有
れ
ば
、
己
を

国
に
用
ふ
る
に
、
悪
ん
ぞ
患
ひ
無
き
を
得
ん
や
。
己
は
制
す
る
所
な
り
。
其
の
制
す
る
所
を
釈
て
て
、
其
の
制
せ
ざ
る
所
に
奪
は
る

る
は
悖
れ
り
。
未
だ
国
を
治
め
官
を
治
む
る
を
得
ざ
る
も
可
な
り
。
若
し
夫
れ
内
は
親
に
事
へ
、
外
は
友
に
交
は
る
は
、
必
ず
得
可
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き
な
り
。
苟
も
親
に
事
へ
て
未
だ
孝
な
ら
ず
、
友
に
交
は
り
て
未
だ
篤
か
ら
ざ
れ
ば
、
是
れ
未
だ
得
ざ
る
所
の
も
の
、
悪
ん
ぞ
能
く

之
を
善
く
せ
ん
。	

（
有
始
覧
務
本
）

鄭
の
君
主
が
被
瞻
の
義
を
尋
ね
た
と
い
う
士
容
論
務
大
篇
の
例
話
を
見
る
と
、
そ
の
内
容
は
被
瞻
の
出
処
進
退
の
妙
を
説
く
も
の
で
、

右
に
掲
げ
た
務
本
篇
後
半
部
の
出
処
進
退
論
と
同
旨
の
論
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
務
大
篇
の
「
鄭
君
の
被
瞻

の
義
を
問
う
」
例
話
は
本
来
務
本
篇
に
あ
っ
た
も
の
で
、
務
大
篇
を
つ
く
る
際
、
務
本
篇
か
ら
移
し
た
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
他
、
務
本
篇
前
半
の
一
部
分
と
諭
大
篇
の
大
半
は
、
士
容
論
務
大
篇
と
の
重
複
文
と
な
っ
て
い
る
。
務
大
篇
に
は
こ
の
重
複
文
の
他
に

も
務
本
篇
か
ら
の
移
入
と
見
ら
れ
る
文
が
見
つ
か
る
こ
と
か
ら
、
務
大
篇
は
務
本
篇
と
諭
大
篇
の
文
を
も
と
に
し
て
出
来
た
事
は
疑
い
が

な
い
。
次
に
「
薄
疑
の
衛
の
嗣
君
に
応
ふ
る
に
税
を
重
く
す
る
無
き
を
以
て
す
る
に
在
り
」
に
対
応
す
る
審
応
篇
の
例
話
は
、
君
主
が
政

務
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
我
が
身
に
照
ら
し
て
考
え
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
臣
下
の
心
が
け
」
を
主
題
と
す
る
務
本

篇
の
趣
旨
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
務
本
篇
の
解
に
ふ
さ
わ
し
い
例
話
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
七
諭
大
篇
の
解
「
薄
疑
の
衛
の
嗣
君
に
説
く
に
王
術
を
以
て
す
る
と
、
杜
赫
の
周
の
昭
文
君
に
説
く
に
天
下
を
安
ん
ず
る
を
以
て
す

る
と
、
及
び
匡
章
の
恵
子
を
難
ず
る
に
斉
王
を
王
と
す
る
を
以
て
す
る
に
在
り
」
に
つ
い
て
は
、
薄
疑
と
衛
の
嗣
君
と
の
問
答
・
杜
赫
と

周
の
昭
文
君
と
の
問
答
が
士
容
論
務
大
篇
に
、
匡
章
と
恵
子
の
問
答
が
開
春
論
愛
類
篇
に
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
記
事
が
見
え
る
。
務
大

篇
に
見
え
る
「
薄
疑
説
衛
嗣
君
以
王
術
」
及
び
「
杜
赫
説
周
昭
文
君
以
安
天
下
」
の
二
つ
の
例
話
は
諭
大
篇
か
ら
移
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
楠
山
博
士
に
論
考
が
あ
る
。
三
番
目
の
解
「
匡
章
之
難
恵
子
以
王
斉
王
也
」
を
載
せ
る
愛
類
篇
は
「
民
の
利
」
を
論
点

に
、
宋
へ
の
侵
攻
を
た
く
ら
む
楚
王
を
、
墨
子
が
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
有
名
な
説
話
を
載
せ
る
な
ど
、
全
篇
に
わ
た
り
墨
家
説
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
匡
章
と
恵
子
と
の
問
答
説
話
も
ま
た
偃
兵
に
関
わ
る
内
容
で
あ
り
、
愛
類
篇
の
論
旨
に
沿
っ
た
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、

諭
大
篇
は
士
た
る
者
の
任
務
は
「
大
を
な
す
こ
と
」
で
あ
る
と
論
ず
る
も
の
で
、
こ
れ
は
務
本
篇
と
同
様
、
臣
下
へ
の
教
訓
を
主
眼
と
し
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た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
三
番
目
の
解
に
示
す
愛
類
篇
の
説
話
と
諭
大
篇
と
の
関
連
は
認
め
ら
れ
ず
、
な
ぜ
諭
大
篇
に
こ
の

解
が
示
さ
れ
た
の
か
、
理
解
に
苦（
注
15
）

し
む
。

最
後
に
第
一
有
始
篇
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有
始
篇
の
内
容
が
有
始
覧
の
他
の
六
篇
と
様
相
を
異
に
す
る
こ
と
は
先
述

し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
解
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
他
の
六
篇
の
解
が
い
ず
れ
も
人
事
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
、
有
始
篇

の
四
条
の
解
「
天
地
の
形
す
る
所
以
、
雷
電
の
生
ず
る
所
以
、
陰
陽
材
物
の
精
、
人
民
禽
獣
の
安
平
な
る
所
」
は
、
す
べ
て
自
然
界
に
関

わ
る
事
柄
で
あ
る
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
記
述
が
他
篇
に
見
当
た
ら
な
い
の
は
当
然
で
、
自
然
界
に
関
わ
る
記

述
に
対
し
て
解
を
示
す
こ
と
自
体
、
不
可
解
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
有
始
覧
に
お
い
て
、
有
始
篇
と
他
の
六
篇
の
解
の
も
つ
意

味
そ
の
も
の
が
、
そ
も
そ
も
異
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ま
試
み
に
、
有
始
篇
の
四
条
の
解
に
対
応
す
る
箇
所
を
有
始
覧
の
中
か
ら
探
し
て
み
る
と
「
天
地
の
形
す
る
所
以
」
に
つ
い
て
は
有

始
篇
に
「
天
地
に
始
め
有
り
。
天
は
微
に
し
て
以
て
成
り
、
地
は
塞み

ち
て
以
て
形
す
。
天
地
の
合
和
す
る
は
、
生
の
大
経
な
り
」
と
あ

り
、「
陰
陽
材
物
の（
注
16
）

精
」
に
つ
い
て
は
同
じ
く
有
始
篇
に
「
夫
れ
物
は
合
し
て
成
り
、
離
れ
て
生
ず
。
合
を
知
り
成
を
知
り
、
離
を
知
り

生
を
知
れ
ば
、
則
ち
天
地
平
な
り
」
と
い
う
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
と
考
え
る
事
も
ひ
と
ま
ず
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
う
も
の
の

「
雷
電
の
生
ず
る
所
以
」「
人
民
禽
獣
の
安
平
な
る
所
」
に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
文
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
有
始
篇
に

は
、
天
地
の
具
体
的
な
は
た
ら
き
に
関
わ
る
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
、
本
来
の
有
始
篇
に
は
こ
の
よ
う
な
内
容
の
文
が
あ
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
そ
れ
が
何
ら
か
の
理
由
で
削
除
さ
れ
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
「
雷
電
の
生
ず
る
所
以
」「
人
民
禽
獣
の
安
平
な
る
所
」
と
い

う
解
を
設
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
対
応
す
る
文
は
某
篇
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
某
篇
の
文

と
し
て
有
始
覧
有
始
篇
・
応
同
篇
、
恃
君
覧
召
類
篇
の
中
か
ら
想
定
し
た
三
条
は
、
い
ず
れ
も
自
然
界
に
つ
い
て
叙
述
す
る
も
の
で
は
な

く
、
有
始
篇
の
解
に
対
応
す
る
記
述
を
某
篇
の
中
に
も
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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以
上
、
有
始
覧
七
篇
の
解
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
事
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
各
篇
に
お
け
る
解
の
示
し
方
に
統
一
性

は
な
く
、
解
を
附
す
に
つ
い
て
一
定
の
方
針
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
有
始
覧
の
解
に
つ
い
て
は
、
有
始
篇
の
解
が
最
初
に
あ

っ
た
も
の
で
、
他
の
六
篇
の
解
は
有
始
篇
の
体
裁
に
倣
い
、
後
か
ら
附
け
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

結　
　
　

語

今
日
伝
わ
る
『
呂
氏
春
秋
』
は
呂
不
韋
が
編
纂
し
た
当
時
の
も
の
で
は
な
い
。『
呂
氏
春
秋
』
は
本
来
、
八
覧
・
六
論
・
十
二
紀
の
順

に
排
列
さ
れ
て
い
た
が
、
司
馬
遷
以
降
、
漢
初
の
あ
る
時
期
、
十
二
紀
が
巻
首
に
移
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
書
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
た

序
文
が
改
修
さ
れ
、
季
冬
紀
に
新
た
な
一
篇
と
し
て
序
意
篇
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
本
書
全
体
で
百
六
十
篇
と
い
う
総
数
を
維
持
す
る

た
め
、
八
覧
に
お
い
て
有
始
覧
の
一
篇
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
改
編
は
『
呂
氏
春
秋
』
の
再
編
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
漢
初

に
至
り
十
二
紀
及
び
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
思
想
が
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
十
二
紀
を
本
書
の
巻
首
に
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
八

覧
・
六
論
に
対
す
る
思
想
的
な
優
位
性
を
外
に
向
か
っ
て
宣
言
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
と
思
わ
れ
る
。

十
二
紀
の
各
季
節
の
巻
頭
に
は
詳
細
な
時
令
説
が
配
置
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
季
春
紀
の
諸
篇
に
は
天
地
の
在
り
方
を
模
範
と
す
る

黄
帝
説
を
体
し
た
道
法
思
想
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
圜
道
篇
に
は
黄
帝
説
を
軸
に
、
天
地
の
は
た
ら
き
に
明
確
な

区
別
が
あ
る
こ
と
を
論
拠
と
し
た
君
臣
間
の
分
職
を
説
く
道
法
思
想
が
見
え
る
。
ま
た
序
文
に
つ
い
て
は
、
序
意
篇
の
前
半
部
が
本
来
の

序
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
序
意
篇
の
前
半
部
に
は
十
二
紀
の
時
令
説
に
基
づ
い
て
、
公
正
で
私
情
の
な
い
天
地
の
は
た
ら
き
と
地

の
あ
り
か
た
を
模
範
と
す
る
黄
帝
の
教
え
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
十
二
紀
と
序
文
の
道
法
思
想
は
黄
帝
の
教
え
に
基
づ
く
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
序
意
篇
が
十
二
紀
に
組
み
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
十
二
紀
の
思
想
は
『
経
法
』
等
古
佚
書
四
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篇
の
思
想
に
接
近
し
、
漢
代
に
流
行
し
た
時
令
説
及
び
漢
初
黄
老
思
想
の
萌
芽
と
し
て
、
そ
の
先
駆
的
役
割
を
担
う
も
の
と
な
っ
て
い

る
。漢

初
の
再
編
を
齎
し
た
十
二
紀
と
序
文
の
思
想
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
に
諒
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
十
二
紀
の
再
編
と

連
動
し
て
、
八
覧
に
お
い
て
一
篇
減
の
対
象
と
な
っ
た
某
篇
に
つ
い
て
は
不
可
解
な
点
が
多
い
。
有
始
覧
の
中
か
ら
何
故
某
篇
が
選
ば
れ

た
の
か
、
ま
た
削
除
さ
れ
た
本
文
は
、
そ
の
全
て
が
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
某
篇
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
先
ず
特
定
す
べ
き
は
某

篇
の
置
か
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
有
始
覧
七
篇
の
構
成
と
内
容
を
検
討
す
る
と
、
去
尤
・
聴
言
・
謹
聴
に
至
る
三
篇
は
臣
下
に
対
す
る

「
君
主
へ
の
い
ま
し
め
」
で
あ
り
、
続
く
務
本
・
諭
大
の
二
篇
は
、
君
主
に
対
す
る
「
臣
下
へ
の
い
ま
し
め
」
へ
と
論
旨
が
転
換
す
る
が
、

こ
の
連
続
す
る
五
篇
は
い
ず
れ
も
国
家
の
安
泰
を
諮
る
も
の
で
、
そ
の
一
貫
性
と
い
う
点
で
論
旨
に
は
ま
と
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
有
始
篇
は
天
地
自
然
に
関
わ
る
記
述
に
終
始
し
、
応
同
篇
は
自
然
現
象
に
つ
い
て
の
応
同
の
事
実
か
ら
説
き
起
こ
し
、
外
敵
の

侵
寇
を
防
ぐ
手
立
て
は
治
国
を
完
う
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
禍
福
論
を
説
い
て
い
て
、
有
始
篇
・
応
同
篇
と
去
尤
篇
以
下
の
五
篇
の
間

に
は
、
明
ら
か
な
断
層
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
某
篇
が
置
か
れ
て
い
た
の
は
有
始
篇
と
応
同
篇
の
間
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

そ
こ
で
有
始
篇
と
応
同
篇
に
つ
い
て
精
査
す
る
と
、
有
始
篇
末
尾
と
応
同
篇
巻
首
、
さ
ら
に
応
同
篇
を
基
に
し
て
出
来
た
恃
君
覧
召
類
篇

の
中
に
、
前
後
の
文
と
は
明
ら
か
に
文
脈
を
異
に
す
る
異
質
な
文
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
は
い
ず
れ
も
、
天
人
相
関
の
立

場
に
拠
っ
て
積
極
的
に
放
伐
を
主
張
し
、
秦
の
天
下
統
一
を
強
力
に
勧
め
る
論
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
条
が
本
来
某
篇
の
文
で
あ
っ

た
と
推
測
し
た
。
こ
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
、
某
篇
は
形
式
上
篇
名
の
み
抹
消
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
本
文
は
有
始
覧
有
始
篇
・
応
同

篇
、
恃
君
覧
召
類
篇
に
振
り
分
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
論
で
某
篇
の
も
の
と
推
測
し
た
三
条
の
文
を
次
に
示
す
。

凡
帝
王
者
之
将
興
也
、
天
必
先
見
祥
乎
下
民
。
黄
帝
之
時
、
天
先
見
大
螾
大
螻
。
黄
帝
曰
、
土
気
勝
。
土
気
勝
、
故
其
色
尚
黄
、
其

事
則
土
。
及
禹
之
時
、
天
先
見
草
木
秋
冬
不
殺
。
禹
曰
、
木
気
勝
。
木
気
勝
、
故
其
色
尚
青
、
其
事
則
木
。
及
湯
之
時
、
天
先
見
金
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刃
生
於
水
。
湯
曰
、
金
気
勝
。
金
気
勝
、
故
其
色
尚
白
。
其
事
則
金
。
及
文
王
之
時
、
天
先
見
火
赤
鳥
銜
丹
書
集
于
周
社
。
文
王

曰
、
火
気
勝
。
火
気
勝
、
故
其
色
尚
赤
、
其
事
則
火
。
代
火
者
必
将
水
。
天
且
先
見
水
気
勝
。
水
気
勝
。
故
其
色
尚
黒
、
其
事
則

水
。
水
気
至
而
不
知
数
備
、
将
徙
于
土
。
天
為
者
時
、
而
不
助
農
於
下
。	

（
有
始
覧
応
同
）

天
地
万
物
、
一
人
之
身
也
。
此
之
謂
大
同
。
衆
耳
目
鼻
口
也
、
衆
五
穀
寒
暑
也
。
此
之
謂
衆
異
、
則
万
物
備
也
。
天
斟
万
物
、
聖
人

覧
焉
、
以
観
其
類
。	

（
有
始
覧
有
始
）

兵
所
自
来
者
久
矣
。
尭
戦
於
丹
水
之
浦
、
以
服
南
蛮
、
舜
却
苗
民
、
更
易
其
俗
、
禹
攻
曹
魏
・
屈
驁
・
有
扈
、
以
行
其
教
。
三
王
以

上
、
固
皆
用
兵
也
。
乱
則
用
、
治
則
止
。
治
而
攻
之
、
不
祥
莫
大
焉
。
乱
而
弗
討
、
害
民
莫
長
焉
。
此
治
乱
之
化
也
。
文
武
之
所
由

起
也
。
文
者
愛
之
徴
也
。
武
者
悪
之
表
也
。
愛
悪
循
義
、
文
武
有
常
、
聖
人
之
元
也
。
譬
之
若
寒
暑
之
序
、
時
至
而
事
生
之
。
聖
人

不
能
為
時
、
而
能
以
事
適
時
。
事
適
於
時
者
其
功
大
。	

（
恃
君
覧
召
類
）

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
某
篇
の
文
は
削
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
右
の
三
条
の
文
は
八
覧
中
に
存
在
す
る
こ
と
を
推

測
し
た
。
臆
測
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
有
始
覧
の
某
篇
が
一
篇
減
の
対
象
と
な
っ
た
理
由
は
、
五
行
相
剋
説
に
拠
っ
て
新
た
な

王
朝
の
到
来
を
予
言
し
、
積
極
的
な
放
伐
を
主
張
す
る
某
篇
の
論
は
、
漢
王
朝
に
と
っ
て
決
し
て
耳
ざ
わ
り
の
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

有
始
覧
に
某
篇
の
存
在
を
指
摘
す
る
論
拠
と
な
っ
た
の
は
、
有
始
覧
七
篇
の
末
尾
に
附
け
ら
れ
て
い
る
解
で
あ
る
。「
解
在
云
々
」
と

い
う
有
始
覧
に
特
有
の
短
い
一
文
は
、
そ
の
篇
の
論
旨
に
沿
っ
た
例
話
や
説
話
の
所
在
を
、
他
篇
中
に
示
し
て
い
る
。
有
始
覧
の
各
篇

は
、
そ
の
大
半
が
論
説
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
論
説
を
論
証
す
る
例
話
・
説
話
を
他
の
八
覧
も
し
く
は
六
論
中
に
求
め
る
と
い
う
体

裁
は
、
八
覧
・
六
論
に
お
け
る
優
位
性
を
示
す
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
典
型
は
聴
言
篇
で
あ
り
、
本
篇
は
論
説
の
み
で
構
成
さ
れ
、
解

に
示
す
審
応
覧
不
屈
・
応
言
・
淫
辞
の
三
篇
の
説
話
が
、
聴
言
篇
の
説
話
部
分
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
聴
言
篇
の
論
説
は
、
臣



一
三
八

下
の
言
を
聴
取
す
る
際
の
君
主
の
心
構
え
だ
け
で
な
く
、
墨
家
の
節
用
論
・
偃
兵
論
・
尚
賢
説
を
交
え
る
な
ど
一
貫
性
に
欠
け
る
。
一

方
、
こ
の
論
説
の
解
と
し
て
示
さ
れ
た
審
応
覧
不
屈
・
応
言
・
淫
辞
の
三
篇
の
説
話
は
名
家
の
学
者
を
そ
し
る
事
に
主
眼
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
説
話
は
、
臣
下
の
言
を
聴
く
こ
と
の
重
要
性
を
趣
旨
と
す
る
聴
言
篇
の
論
説
を
説
明
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。「
言

を
聴
く
」
と
い
う
篇
題
に
ち
な
ん
で
審
応
覧
の
三
篇
を
解
に
示
し
た
ま
で
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

有
始
覧
七
篇
に
は
聴
言
篇
以
外
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
の
論
旨
と
そ
の
示
す
解
に
お
い
て
、
有
始
覧
の
優
位
性
が
疑
わ
れ
る
篇
が
見
つ

か
る
。
例
え
ば
、
士
容
論
務
大
篇
・
審
応
覧
審
応
篇
は
有
始
覧
務
本
篇
・
諭
大
篇
か
ら
文
を
移
し
て
出
来
た
篇
で
あ
り
、
務
本
篇
の
解

は
、
こ
れ
を
反
映
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
謹
聴
篇
は
先
識
覧
観
世
篇
の
文
を
も
と
に
し
て
出
来
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
観
世
篇
と
の
文
の
遣
り
取
り
が
解
に
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
有
始
覧
の
優
位
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
の
配
慮
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
謹
聴
篇
・
務
本
篇
・
諭
大
篇
の
よ
う
に
、
そ
の
論
旨
と
解
の
示
す
例
話
・
説
話
が
一
致
し
な
い
箇
所
が
少
な
か

ら
ず
見
つ
か
る
。
ま
た
有
始
篇
の
よ
う
に
、
自
然
界
に
関
わ
る
抽
象
的
な
内
容
の
解
も
あ
り
、
し
か
も
解
に
対
応
す
る
文
が
有
始
篇
の
中

に
見
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
解
の
も
つ
意
味
そ
の
も
の
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
有
始
覧
の
解
は
一
定
の
方

針
の
も
と
に
用
意
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
解
は
さ
し
た
る
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
有
始
覧
七
篇
の
解
は
有
始
篇
の
体

例
に
做
い
、
お
そ
ら
く
本
書
形
成
の
最
終
段
階
で
附
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
十
二
紀
の
改
編
と
八
覧
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
『
呂
氏
春
秋
』
の
形
成
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
の
過
程
で
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
有
始
覧
の
解
に
対
応
す
る
例
話
や
説
話
は
、
い
ず
れ
も
八
覧
と
六
論
の
中
に
の
み
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
で
、

十
二
紀
に
は
見
え
な
い
事
か
ら
、
十
二
紀
が
八
覧
・
六
論
と
は
別
行
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
十
二
紀
の
形
成
が
八
覧
よ
り

も
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
証
を
挙
げ
る
と
、
孟
春
紀
貴
公
篇
と
『
荘
子
』
徐
無
鬼
篇
に
は
、
斉
の
桓
公
が
重
い
病
に
臥
し
た
管
仲
を
見

舞
っ
た
際
、
管
仲
に
代
わ
っ
て
国
政
を
託
す
べ
き
人
物
を
尋
ね
る
有
名
な
問
答
説
話
を
載
せ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
貴
公
篇
の
説
話
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は
「
公
を
貴
ぶ
」
と
い
う
篇
題
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
徐
無
鬼
篇
の
説
話
は
貴
公
篇
の
説
話
を
短
縮
し
た
記
述
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
貴
公
篇
を
も
と
に
し
て
出
来
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。

（
注
17
）

と
こ
ろ
が
、
有
始
覧
聴
言
篇
に
は
「
夫
流
於
海
者
、
行
之
旬
月
、
見
似

人
者
而
喜
矣
。
及
其
朞
年
也
、
見
其
所
嘗
見
（
物
）
於
中
国
者
而
喜
矣
。
夫
去
人
滋
久
、
而
思
人
滋
深
歟
」
と
い
う
同
じ
く
『
荘
子
』
徐

無
鬼
篇
と
の
重
複
文
が
見
え
る
。
徐
無
鬼
篇
で
は
、
徐
無
鬼
が
魏
の
武
侯
を
喜
ば
せ
た
話
の
内
容
を
女
商
に
語
る
例
話
の
中
に
こ
の
重
複

文
が
置
か
れ
て
い
る
。
徐
無
鬼
と
女
商
と
の
会
話
に
あ
っ
て
違
和
感
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
重
複
文
は
本
来
徐
無
鬼
篇
の
も
の
で
あ
る

こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
十
二
紀
の
貴
公
篇
は
八
覧
の
聴
言
篇
よ
り
も
先
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
六
論

と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
有
始
覧
務
本
篇
・
諭
大
篇
の
解
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
士
容
論
務
大
篇
・
開
春
論
愛
類
篇
は
務
本

篇
・
諭
大
篇
の
文
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
有
始
覧
は
十
二
紀
に
お
い
て
最
終
的
に
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
六
論

は
十
二
紀
よ
り
も
後
で
形
成
さ
れ
た
事
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
呂
氏
春
秋
』
は
呂
不
韋
が
秦
の
宰
相
と
し
て
権
勢
を
振
る
っ
て
い
た
時
期
、
す
な
わ
ち
秦
の
荘
襄
王
元
年
（
前
二
四
九
）
か
ら
始
皇

帝
の
十
年
（
前
二
三
七
）
ま
で
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
太
史
公
自
序
」
に
「
不
韋
、
蜀
に
遷
さ
れ
て
、
世
に
呂
覧
を
伝
ふ
」

と
あ
る
が
、「
始
皇
本
紀
」
に
よ
れ
ば
呂
不
韋
が
罷
免
さ
れ
た
の
は
始
皇
十
年
（
呂
不
韋
伝
は
十
年
十
月
）
で
あ
り
、「
十
二
年
、
文
信
侯

死
」
と
あ
る
。「
始
皇
本
紀
」
に
は
「
秦
人
の
六
百
石
以
上
は
爵
を
奪
ひ
遷
す
」
と
記
し
、
張
守
節
『
史
記
正
義
』
は
「
是
の
若
き
秦
人

の
臨
に
哭
す
る
者
は
其
の
官
爵
を
奪
ひ
、
房
陵
に
遷
移
せ
し
む
」
と
注
し
て
い
る
状
況
か
ら
推
し
て
、
蜀
の
地
で
呂
不
韋
の
残
党
に
よ
っ

て
『
呂
氏
春
秋
』
の
編
纂
事
業
が
継
続
さ
れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
十
二
紀
・
八
覧
・
六
論
は
短
期
間
に
形

成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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注
（
１
）　

楠
山
春
樹
博
士
は
、
有
始
覧
末
尾
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
「
解
在
」
の
句
「
天
地
之
所
以
形
」「
雷
電
之
所
以
生
」「
陰
陽
材
物
之

精
」「
人
民
禽
獣
之
所
安
平
」
の
四
条
に
該
当
す
る
文
が
他
篇
に
見
え
な
い
こ
と
、
し
か
も
そ
の
内
容
は
自
然
界
に
か
か
わ
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
応
同
篇
以
下
の
「
解
在
」
が
史
話
挿
話
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
の
と
全
く
様
相
を
異
に
す
る
こ
と
か
ら
、
有

始
篇
と
応
同
篇
の
間
に
佚
篇
を
想
定
す
る
。
陳
奇
猷󠄀
氏
は
、
佚
篇
は
名
類
篇
で
あ
る
と
し
、
名
類
篇
の
文
が
す
べ
て
脱
去
し
た

後
、
こ
の
篇
名
の
み
が
残
っ
て
次
篇
の
応
同
篇
の
旧
名
と
な
っ
た
と
す
る
。
楠
山
春
樹
氏
『
道
家
思
想
と
道
教
』
第
五
二
九
頁

「
呂
氏
春
秋
の
形
成
｜
解
在
乎
云
云
の
句
を
め
ぐ
っ
て
」
｜	

（
一
九
九
二
年
、
平
河
出
版
社
）
及
び
、
陳
奇
猷󠄀
『
呂
氏
春
秋
校

釈
』
六
七
七
頁
（
一
九
八
四
年
、
学
林
出
版
社
）
を
参
照
。

（
２
）　
『
荘
子
』
天
下
篇
・『
淮
南
子
』
要
略
・『
史
記
』
太
史
公
自
序
の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
戦
国
・
秦
・
漢
の
書
に
お
い
て
、

述
作
の
意
図
を
記
す
序
文
は
末
尾
に
置
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
対
し
、『
呂
氏
春
秋
』
の
序
文
は
十
二
紀
と
八
覧
の
間
に

挟
ま
れ
た
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
。

（
３
）　

陳
奇
猷󠄀
氏
は
「
呂
書
十
二
紀
・
八
覧
・
六
論
、
非
成
於
一
時
、
亦
非
成
於
一
地
。
紀
・
覧
・
論
、
各
自
為
帙
。
十
二
紀
成
書
最

早
。（
中
略
）
太
史
公
自
序
云
、
不
韋
遷
蜀
、
世
伝
呂
覧
、
明
八
覧
係
呂
不
韋
遷
蜀
後
之
作
、
与
十
二
紀
不
同
時
也
」
と
述
べ

て
い
る
。
陳
奇
猷󠄀
『
呂
氏
春
秋
校
釈
』
六
四
九
頁
（
一
九
八
四
年
、
学
林
出
版
社
）
を
参
照
。

（
４
）　

陳
奇
猷󠄀
氏
の
前
掲
書
六
五
〇
頁
を
参
照
。

（
５
）　

拙
稿
「『
呂
氏
春
秋
』
に
見
え
る
道
法
思
想
」｜
審
分
覧
諸
篇
に
つ
い
て
｜（「
鶴
見
大
学
紀
要
」
三
七
号
第
一
部
国
語
・
国
文
学

編
、
平
成
十
二
年
）
を
参
照
。

（
６
）　

拙
稿
「
呂
氏
春
秋
の
養
生
思
想
」｜
十
二
紀
に
お
け
る
治
国
の
理
念
を
中
心
に
｜（「
鶴
見
大
学
紀
要
」
三
四
号
第
一
部
国
語
・
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国
文
学
編
、
平
成
九
年
）
を
参
照
。

（
７
）　

梁
玉
縄
『
呂
氏
春
秋
校
補
』・
洪
亮
吉
『
暁
読
書
斎
雑
録
』・
松
皐
圓
『
畢
校
呂
氏
春
秋
補
正
』・
孫
鏘
鳴
『
呂
氏
春
秋
高
注
補

正
』・
陳
奇
猷󠄀
『
呂
氏
春
秋
校
釈
』
を
参
照
。

（
８
）　

拙
稿
「『
呂
氏
春
秋
』
に
見
え
る
黄
老
思
想
の
萌
芽
」｜
季
春
紀
諸
篇
に
つ
い
て
｜（「
鶴
見
大
学
紀
要
」
三
九
号
第
一
部
国
語
・

国
文
学
編
、
平
成
十
四
年
）
を
参
照
。

（
９
）　
『
呂
氏
春
秋
』
の
本
文
を
校
訂
し
た
畢
沅
は
現
行
の
応
同
篇
に
つ
い
て
、
旧
本
は
名
類
篇
に
作
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
召
類
篇

の
訛
で
、
旧
校
に
「
一
名
応
同
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
応
同
」
に
改
め
た
と
い
う
。
召
類
篇
は
恃
君
覧
に
存
在
し
、
畢
沅
の
説

は
俄
か
に
信
じ
が
た
い
。
し
か
し
、
応
同
篇
と
恃
君
覧
召
類
篇
は
本
来
、
一
連
の
資
料
を
も
と
に
し
て
出
来
た
こ
と
は
本
稿
で

述
べ
た
通
り
で
、
本
書
の
形
成
過
程
で
混
乱
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
陳
奇
猷󠄀
氏
の
前
掲
書
六
七
九
頁
を
参
照
。

（
10
）　

楠
山
博
士
の
前
掲
書
五
一
二
頁
を
参
照
。

（
11
）　

黄
帝
が
土
徳
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
『
史
記
』「
五
帝
本
紀
」
に
「
天
地
の
紀
・
幽
明
の
占
・
死
生
の
説
・
存
亡
の
難
に
順

ひ
、
時
に
百
穀
草
木
を
播
き
、
鳥
獣
虫
蛾
を
淳
化
し
、
日
月
・
星
辰
・
水
波
・
土
石
・
金
玉
を
旁
く
羅
ひ
、
心
力
・
耳
目
を
労

勤
し
、
水
・
火
・
材
物
を
節
用
す
。
土
徳
の
瑞
有
り
、
故
に
黄
帝
と
号
す
」
と
あ
る
。

（
12
）　

楠
山
博
士
の
論
考
は
前
掲
書
五
一
七
頁
を
参
照
。

（
13
）　
「
老
聃
は
則
ち
之
を
得
た
り
。
若
し
木
を
植
ゑ
て
独
に
立
ち
、
必
ず
俗
に
合
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
何
ぞ
擴
ぐ
可
け
ん
や
」
に
つ
い

て
は
対
応
す
る
文
が
見
当
た
ら
な
い
。

（
14
）　

拙
稿
「『
呂
氏
春
秋
』
有
始
覧
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
四
四
号
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
五
十
頁

を
参
照
。
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（
15
）　

務
本
篇
の
趣
旨
は
「
人
臣
の
心
構
え
」
を
述
べ
る
も
の
で
、
後
続
の
諭
大
篇
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
も
の
を
支
え
る
小
さ
な
存

在
の
必
要
性
か
ら
「
士
た
る
者
の
任
務
」
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
両
篇
の
内
容
は
い
ず
れ
も
人
臣
に
対
す
る
教
訓
と
な
っ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
篇
の
解
を
見
る
と
、
務
本
篇
で
は
「
鄭
君
の
被
瞻
の
義
を
問
ひ
、
薄
疑
の
衛
の
嗣
君
に
応
ふ
る
に

税
を
重
く
す
る
無
き
を
以
て
す
る
に
在
り
」、
諭
大
篇
で
は
「
薄
疑
の
衛
の
嗣
君
に
説
く
に
王
術
を
以
て
す
る
と
、
杜
赫
の
周

の
昭
文
君
に
説
く
に
天
下
を
安
ん
ず
る
を
以
て
す
る
と
、
及
び
匡
章
の
恵
子
を
難
ず
る
に
斉
王
を
王
と
す
る
を
以
て
す
る
に
在

り
」
と
、
い
ず
れ
も
人
君
に
対
す
る
論
と
な
っ
て
い
て
、
明
ら
か
に
解
の
内
容
と
一
致
し
て
い
な
い
。

（
16
）　

陳
奇
猷󠄀
氏
は
「
陰
陽
材
物
の
精
」
に
つ
い
て
、
季
春
紀
尽
数
篇
が
該
当
す
る
と
い
う
。
尽
数
篇
は
、
天
寿
を
ま
っ
と
う
す
る
事

を
目
的
と
し
た
養
生
論
で
あ
り
「
陰
陽
材
物
の
精
」
と
は
関
わ
ら
な
い
論
で
あ
る
。
尽
数
篇
の
書
き
出
し
に
「
天
生
陰
陽
云
々
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
の
誤
解
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
佚
篇
と
は
名
類
篇
で
あ
る
と
い
う
。
陳
奇
猷󠄀
氏
の
前
掲
書
六
七
七
頁
を
参
照
。

（
17
）　

拙
稿
「『
呂
氏
春
秋
』
に
見
え
る
『
荘
子
』
に
つ
い
て
」（「
鶴
見
大
学
紀
要
」
三
三
号
第
一
部
国
語
・
国
文
学
編
、
平
成
八
年
）

を
参
照
。


